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 まず、第 1 節で、本稿で扱う研究の必要性、本研究で用いた分析の方法、そして本
研究が持っていると考えられる意義について、理論的側面と実用的側面の双方から述
べる。 
	 第 2 節では、本研究で対象とする「現代ロシア語」について確認する。 
	 第 3 節では、本稿の全体の構成について述べる。 






































































	 ロシア語学の研究対象である、「現代ロシア標準文語（современный литературный 
русский язык）」の成立の過程では、まず、Кантемир（Антиох Дмитриевич; 1708-1744）、
Ломоносов（Михаил Васильевич; 1711-1765）、Тредиаковский（Василий Кириллович; 
1703-1769）、Сумароков（Александр Петрович; 1717-1777）、Фонвизин（Денис Иванович; 
1745-1792）、Державин（Гавриил [Гаврила] Романович; 1743-1816）、Новиков（Николай 
Иванович; 1744-1818）、Карамзин（Николай Михайлович; 1766-1826）、Грибоедов





なっている。その後、Лермонтов（Михаил Юрьевич; 1814-1841）、Гоголь（Николай 
Васильевич; 1809-1852）、Достоевский（Федор Михайлович; 1821-1881）、Тургенев（Иван 
Сергеевич; 1818-1883）、Салтыков-Щедрин（Михаил Евграфович; 1826-1889）、Чехов
（Антон Павлович; 1860-1904）、Толстой（Лев Николаевич; 1828-1910）、Горький





















                                                
1 古代スラヴ語、あるいはより後の時代（11 世紀以降）の教会スラヴ語からロシア語に入ってきてい
た語や慣用的言い回しなどを指して言う（cf. Энциклопедия 1998: 487-489）。 




	 なお、このような「現代ロシア語」の捉え方は、既に 80 年代に、同様の立場を









































	 第 4 節（「ロシア語の不定詞の備える諸特徴」）では、ロシア語の動詞の一形態であ
る、不定詞の持つ、形態論的、統語論的特徴について確認する。そして、不定詞の体
のカテゴリーの意味と用法について概観する。 










































議会図書館（Library of Congress; LC）方式の翻字法を採用している4。 
	 下表では、キリル文字の全 33 文字（大文字、小文字）がそれぞれどのラテン文字に
対応しているかを示している。各字母の左側には便宜上通し番号を振ってある。 
 
表 1: 翻字一覧（米国議会図書館方式）  
 キリル文字	 ラテン文字	 	 キリル文字	 ラテン文字	 
1 А  а A  a 18 Р  р R  r 
2 Б  б B  b 19 С  с S  s 
3 В  в V  v 20 Т  т T  t 
4 Г  г G  g 21 У  у U  u 
5 Д  д D  d 22 Ф  ф F  f 
6 Е  е E  e 23 Х  х Kh  kh 
7 Ё  ё Ë  ë 24 Ц  ц T͡S  t͡ s 
8 Ж  ж Zh  zh 25 Ч  ч Ch  ch 
9 З  з Z  z 26 Ш  ш Sh  sh 
10 И  и I  i 27 Щ  щ Shch  shch 
11 Й  й Ĭ  ĭ 28 ы y 
12 К  к K  k 29 ъ ʺ 
13 Л  л L  l 30 ь ʹ 
14 М  м M  m 31 Э  э Ė  ė 
15 Н  н N  n 32 Ю  ю I͡U  i͡u 
16 О  о O  o 33 Я  я I͡A  i͡a 
17 П  п P  p - - - 
 キリル文字	 ラテン文字	 	 キリル文字	 ラテン文字	 
 
                                                













	 また、それぞれの文法的カテゴリーを示すための略号は、Leipzig Glossing Rules で
採用されているものに依っている5。本稿で用いている具体的な略号は下表の通り： 
 
















(3-25) Кто их поймет [PFV-FUT-3-SG] ? 





（章番号 — その章内での例文の通し番号） 
 
	 すなわち、前節で挙げた例のように、例文の頭に「 (3-25) 」と付してあれば、そ
の例文は、第三章全体を通して 25 個目の例文であることを示す。 
	 図表についても、数字の付け方に関する規則は同様である。「表 4-5」とあれば、第






                                                































                                                














































                                                                                                                                                       
して Wikipedia に記載されている情報の信頼性を否定するものとはなっていない。また Wikipedia 自体




	 なお、日本語版 Wikipedia についての同種の研究は、ウェブ上では見つけることができなかったため、
こうした研究が事実上試みられていないものと考えられる。 








































	 以下まず、第 1 節で、問題提起として、ロシア語における、モダリティの意味を持
つ述語と不定詞が語結合を成す場合の、不定詞の体のカテゴリーの選択をめぐるいく
つかの問題について概観する。 
	 そこでの議論を踏まえて、第 2 節では、本研究で行なう分析の対象を定め、また分
析の目的について確認する。 
	 第 3 節で、本研究の対象を取り扱った先行研究における記述を、主に Рассудова（1982）
と Forsyth（1970）の研究から概観する。 
	 第 4 節では、これらの先行研究が抱えている問題点についてまとめ、不備な点、あ
るいは補われるべきであろう点について指摘する。 




























































「例外的」として扱われることになる（例は Рассудова 1982: 125）： 
 




る略号などについては、第三章第 1. 3.節を参照。 
5 ロシア語における不定詞の用法についての概要は、第二章第 4.4.節を参照されたい。 
6 本稿以下第二章、第 2.4.節でも見るが、Рассудова（1968, 1982）や Forsyth（1970）などを参照。 
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二章、第 3.5.節）、いくつか用意されているが、本稿では мочь, уметь; способен, в 
состоянии, в силах; можно, нельзя, возможно, невозможно といった述語を取り扱う8。 
                                                
7 例えば、Гуревич（2008）、Караванов（2003）、Скворцова（2003）、Соколовская（2003, 2008）、とい
った、外国人向けの教科書や問題集などでも取り上げられている。 











































                                                                                                                                                       





































章において（cf. 1970: 227-298）、不定詞の体の用法について触れられている。 
                                                













	 Forsyth（1970）では、мочь, смочь, можно, быть в состоянии, удаваться, удаться, успеть, 
суметь などの述語と共に用いる不定詞は、多くの場合（”predominantly”）完了体であ
るとし、以下の例などが挙げられている（Forsyth 1970: 236-237）： 
 
(1-5) С этим можно поздравить [PFV-INF] друг друга. 
このことではお互いに祝福し合っていいだろう。 
 




の意味とより呼応している（”Семантика модальных слов, по-видимому, в большей 
степени соответствует значению СВ12”）」と述べている（1982: 96）。 
	 しかし、以下の例を対比して、体のカテゴリーの違いによる意味の違いにも言及し
ている（Рассудова 1982: 98）： 
 
(1-7) Можете усложнять [IPFV-INF] задания. 








いる場合13」であるとしている（Forsyth 1970: 237）： 
 
(1-9) Проводы... как могут люди переносить [IPFV-INF] такое? Как можно за пять 
минут до разлуки рассказывать [IPFV-INF] анекдот и смеяться [IPFV-INF]? 
                                                
12 ロシア語アスペクト論に関する文献の多くで、慣習的に「СВ」は、「完了体（совершенный вид）」
を表す。同様に、「不完了体（несовершенный вид）」は、「НСВ」で表す。 
13 原文は以下の通り（Forsyth 1970: 237）： 
 
The imperfective is used with such predicators where the sentence expresses capability in general to perform the 









	 同様に、述語 уметь（及び успевать）は、通常一般的な能力を表すので、不定詞は
不完了体が多いと指摘している。しかし、一般的な能力を表す場合でも、完了体が用
いられることもあるとしている（Forsyth 1970: 239）： 
 
(1-10) Она умела прикинуть [PFV-INF], что выгоднее, умела приободрить [PFV-INF] 







(1-11) Можно не раздеваться [IPFV-INF]. 
上着は脱がなくていいです。 
 
















は、не мочь, не смочь, не удаваться, не удаться, не успеть, нельзя, не в состоянии, не в 
силах といった語と用いられる場合、具体的な状況における一回の動作であれば、不







場合である（例文は Рассудова 1982）： 
 
(1-13) Здесь строят подземный переход, в этом месте улицу нельзя перейти [PFV-INF]. 
ここでは地下道の建設が行なわれているので、この場所から通りを渡ること
はできません。 










(1-15) Вам не пройти [PFV-INF] эту дистанцию. 
この距離を行くのはあなたには無理だ。 

























―筆者による】 ... when performance of the action as such is beyond the subject's powers）」
であるとし、下の例を挙げている（Forsyth 1970: 242）： 
 
























の動詞が不完了体の動詞よりも普通である（ ”Very frequently the unavoidable 
phenomenon is a single action, so that perfective verbs are more common than imperfective 
verbs, …【後略―筆者】”）」と指摘されている。以下の例を参照： 
 
(1-19) Мы не могли не рассмеяться [PFV-INF] на его слова. 
私たちは彼の言葉に笑い出さざるをえなかった。 
(1-20) Это случилось...Нет, это не могло не случиться [PFV-INF]. 
それは起きてしまった・・・いや、それは起きざるをえなかったのだ。 
 
                                                






不定形も用いられる（”In the case of continuous states or repeated actions the imperfective 
infinitive is used”）」とされている（Forsyth 1970: 262）。 
 














表 1-1：モダリティの意味と体の形態選択（先行研究での記述）  
	 完了体	 不完了体	 
可能性	 ◎ ○ 
不可能性	 ◎ △ 





















興味深い。例えば、上で（cf. 第 3.2.節）見た「可能性」の述語も含め、мочь/смочь16, 
можно, в состоянии, удаваться/удаться, успевать/успеть といった述語とともに用いる
不定詞について、以下のような数字を挙げている（Forsyth 1970: 237）： 
 
表 1-2：Forsyth（1970）による可能性の述語と結合する不定詞の体の形態に関する調査  
述語 不完了体	 完了体	 完了体の割合（％）	 
мочь/смочь 23 40 63.5 
можно 14 48 77.3 
в состоянии など 1 3 75 
удаваться/удаться - 6 100 
успевать/успеть - 14 100 
 
	 また、「不可能性」（cf. 第 3.3.節）に関する記述内でも、「не мочь / не смочьの場合
には、85 パーセントの不定詞が完了体である（64:1117）」といった指摘がされている
（1970: 241）。 
	 上で述べた「不可避性」の意味（cf. 第 3.4.節）と体の選択についても、Forsyth で
は、上に述べた通り、この意味が表される場合には完了体が多いとしている。しかし、
ここで挙げられている例文は、人称文、無人称文18合計で全７例であり、そこで用い








































































































































 5/=̐ 3̖>Fɥ̆ET ªɃEƁ%AƢΓ>\} dEjs 
©B;=ͩ7ǡɥ̆E·7\ƢΓ?A\} dE̅ЄB;=˹΃1\ 



















 ɥ̖>Ȏ ˇʜEǱΚ2Йакциональность; actionalityК?FͲ΄Ĩ-]7ˇʜ
                                                





EȜ;Ǽő˥AˆǨÉ)E+?`ȝ/=\Йcf. Татевосов 2010: 3КP7Ⱦ͊BY
:=FªƘEǼő˥Aűʰ>γ΄`đЄ1\+?5]͍ÙЙP75]BY:=ǤZ
]\đЄ5]͍ÙК`Tȝ1+?E>%\͟΄>\3 
 ++>FP2ıě?/= ПлунгянЙ2011К>E͵γBʛ Ǜ>űɥ˥AđЄB
;=ͩ="+  
 ɸǮĨE£xv`̩7\ˇʜЙситуацияК4F5EϲǿǱĵJĤ





 +Eϲ˥AˇʜЙϲǿКFɘBǳǃ˥ϲǿЙпостоянная стативная ситуацияК









                                                                                                                                                       





таксономическая классификацияЙđЄƒ˥đЄКсемантические типы предикатаЙγ΄EǼő|
eКаспектуальный классЙcvnEnvКлексический аспектЙ΄ǚ˥cvnЧlexical 
aspectКаспектуальный характерЙcvnEǱΚКтип ситуацииЙˇʜE|eКсобытийные 
типЙeventuality typeЧĐɨÀE|eКA@E͟΄$˒Z]\+?T\онтологическая 
классификацияЙɥÙ΋˥đЄК? ͟΄FЗализняк и ШмелевЙ2000К$Ȧ˒/=\P7
ПадучеваFтаксономичекие категории предикатовЙγ΄Ejs ©đЄК? ͟΄`Ȧ˒/
=\ЙПадучева 1996, 2004Кɥ̆>FɸǮEʩŉ`-)\7SBˆĖAˎ˔$AϤ[ˇʜ
EǱΚ? ͟΄`˒\+??1\ 
4 ŉªEɸǮ`ȝ1͟΄?/=FÈBÀǿЙположения вещей; states of affairsКA@$\+E
͟΄`Ȧ˒/=\˵̈>·ATE?/=FБулыгинаЙ1980КV ШатуновскийЙ1996К$\$
ɥ̆>FÌ®ıě?/=Y[̙ɉA͟΄>\?ǯ_]\ˇʜ`Ȧ˒1\ 
5 +]FéĖ¢¡Eγ Й΄individual-level predicates; предикаты индивидного уровняК\Fƕ
Ƙ˥ǱΚ`˼1γ΄Йустойчивые предикатыК?ŒG]\+?T\ЙПлунгян 2011: 112К 
6 ŉɺB+9ZFv©u¢¡Eγ΄Йstage-level predicates; предикаты стадиального уровняК
\Fhz©˥γ΄Йэпизодические предикатыК?TŒG]\ЙПлунгян 2011: 112К 
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 動態性	 持続性	 時間的限界	 
恒常的静態	 
（性質）	 
ЪĤǿǱЫ ЪЛȜ̯ǱЫ ЪϤ˘Ы 
一時的静態	 
（状態）	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͡ 2-2ЦĤ˥AˇʜE®×đЄ  
動的な状況	 動態性	 漸進的移行	 限界点	 
出来事	 ЪЛĤǿǱЫ Ъʳο˥Ы ЪЛϤ˘Ы 
限界のあるプロセス	 ЪЛĤǿǱЫ ЪЛʳο˥Ы ЪЛϤ˘Ы 
限界のないプロセス	 ЪЛĤǿǱЫ ЪЛʳο˥Ы ЪϤ˘Ы 
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 VendlerЙ1967КEȞ*=\ßBY]Gpaint a picture, make a chair, build a house, 
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grow up, push a cart to the supermarket, recover from illness, get ready for somethingЙ1967: 
107КA@$+]B΀Ǚ1\ 
 5]͍Ù$Ϥ˘ʸ`Ȝ:=\E>ªɫE̬`ȫ%̯)7[ª͋Eɴ





























 ˇǿЙstates; состояниеКF­EʢĤ?ŉɺBϤ˘ʸFȜ7A 
 /#/͕΄EųňBFο͞Ǜ$Ü]A? ʸ>­EʢĤVφȄ?




























͡ 2-3ЦVendlerЙ1967КEđЄ?ˇʜEǱΚEƢǭ  


















 +EƢǭϡã`þBͩ7γ΄EđЄEŨBÉĠ1\?Ì®EY BA\Ц 
 
Ũ 2-2ЦˇʜEǱΚEđЄ? VendlerЙ1967КEđЄ  
 
 












˥AͽQFComrieЙBernard; 1947-КBY\TE$ɛĔ?̽!=Y8^ Йcf. Comrie 
1976КComrieЙ1976КFɺAͲ΄BͩZ]\Ͳ΄ˍΓ`Ήɰ¨đɪ/v¦΍
΄B")\ÙE˵̈>Eƒ͟­E͚ Й̇·B Маслов, БондаркоZBY\ªξE͘Ü16К
`ű˩?/;;5+>EȄɬ`v¦΍΄ÌžEɺA̝̫EͲ΄Bϊ˒¨ɵʹ1
\? Ƀʝ>cvn? js ©`ª͒Ͳ΄ƒ˥BƘǑĨ/Y ?ͽQ
7 
 5+>EƘǑĨBY]Gcvn?F\ˇʜEɑϠ˥AĈϐɹνEɺ
AȠ!ɃЙdifferent ways of viewing the internal temporal constituency of a situationК`͡
1TE>[Йcf. Comrie 1976: 3КƖ½ ЙˬPerfectiveК?ɣƖ½ ЙˬImperfectiveК
BP2Ɓ%'Áđ-]\Ɩ½ˬF\ˇʜ`ɹȄ1\˜A\ĖéEˬBđĞ
1\+?A'5Eˇʜ`ª;EĂÙ?/=ͩ\Ƞ!ɃЙthe view of a situation as a 
single whole, without distinction of the various separate phases that make up that situationК
`͡/=\Йcf. Comrie 1976: 16К5]BƢ/=ɣƖ½ˬFˇʜEĈϐɹν
Bűɥ˥BʠǼ`ŋ)=\TE>[\ˇʜ`Ĉϐ#ZȠ!7­>ɑϠ˥A
Ĉϐɹν`ɉ˼˥B˼1TE>\Йcf. Comrie 1976: 16, 24К 
 Ì®>γM\ª͒Ͳ΄ƒ˥ɭ̨Q#ZEcvnBϡ1\͵γFĜ̖P>?








$c j΍΄˵̈EƤϝƜ>\ ПлунгянЙ2011, 2012КB"=F5 /7΍
EɸǮV͟΄$5]6]EˬÂEϡãǱA@TŏS=̙ɉBȽˎȬ˼-]=
\ 
                                                
16 ĆÙ˥BFМасловЙ1959КВопросыЙ1962КРассудоваЙ1968КБондаркоЙ1971КA@$Ȟ*
Z]=\ 
























(2-1) Он открыл [PFV-PST-SG-M] окно. 

























͡ 2-4Ц£tc΄EÙEjs ©EǼő˥Ƣ̌Ϊ  





Ｂ	 ªŤEĤÜЙˇʜК ĸǥ1\ĤÜЙˇʜК 
Йcf. ̼ȁǱК 
 




ʸ>Ɩ½/7ĤÜ`͡1? +?BA\/B ? Ϊ`űʰB1\?Ǚ΀
ĤÜ$ªŤː07? +?`͡1+?BA\ 









>\5+>FDikЙ1989КV МельчукЙ1998КP7͍̾͘ΥE˵ Й̈Плунгян 2000К
`ΤP!7­>cvnEǼő`P2Ɓ%'Ì®EÁ;Bđ)=\Ц 
 
 ªʁ˥cvnЙпервичный аспектК 








                                                
19 T9^aŉ0̔Ȉ> ForsythTȝȱ/=\Y BЙ1970: 153К++>˼1Ǽő˥Ƣ̌BY:=
£tc΄EÙEjs ©E˼1Ƣ̌EĂ=Ep©v`΅ɉ>%\_)>FA'P7ÙEjs 
©EǼő`++>˼/7̤ͧ>ͪƘ/Y ? ǼŨT͍̑̾ΥȜ:=A/#/A$Z+
]ZEƢ̌`ÙEjs ©$˼/ \? +?͍ÙB;=F˜΋FA8^ A"+E



















ɹȄ1\Ì®EÃ;Eϐđ20$ɛTϖͧ>\? ЙПлунгян 2011: 384КЦ 
 




















                                                












ʜEǱΚE 9Ϥ˘E\£xv>\Йcf. Плунгян 2011: 395К 











2.4.2.1. ɸͧ  









 ++>­E̖Йcf. ̐ 2.4.1.̖К>˹΃/7ˇʜEɹν¡`®BĊȪ/="
                                                
22 ß!G˱Ϡ˥AˇʜEųňBF­͵EEϐđ`Ȝ72?Eϐđ$ƖĂBª͏/=\











 ªʁ˥cvnBFÌ®EY ATE$\Ц 
 






















 Ì®>5]6]EcvnB;=ͩ='+?B/Y  
 










Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 +Eϐđ`͡1cvnF¾ɡ¨¾ʮEcvnЙпроспектив; prospective 
aspectК23>\+E¾ɡ¨¾ʮEcvnF\ˇʜ$ǡB̯'ˇǿ
`ȝ/˼1 
 ͕΄>FĤͼ go`˒7be going to (do)be about to (do)be on the point of 
(doing)A@EǛǑBY:=͡-]\cvn>\Йcf. Comrie 1976: 64К 
 +EY B+Ecvn`˼1ǛǑFλǃđɪ˥Aɹν>\ſ'Eųň
ɣɨɑę?ʩŉ-]\+?$ſ£¥v΍΄q¡¥΍΄A@EÈB~¡
n΍΄V¥f©΍΄A@BͩZ]\ЙПлунгян 2011: 386К 
 




Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 ­ŨEǙ΀ˇʜEϟƊʸ` ͡1cvnFΝĤ Йˬинцептив; inceptiveК
                                                

















˒Z]\+?T\Йcf. ̐ 2.4.2.5.̖К 
 







Ũ 2-3ЦˇʜEɹν¡ĊȪ  
 
 
 ̪ɬˬF­γЙcf. ̐ 1.2.̖КEϤ˘E\£xv$͍ʼBǂ̪1\
̪ɬ`͡1 
 5]BƢ/=©gnF+E̪ɬˬ$ǕSZ]7TE>\?
                                                









ǿ>TȫČ1\+?$>%\#Z>\ЙПлунгян 2011: 389К 
 P7̪ɬˬ?©gnEϠB\Ƽ˜FʁEY BTP?SZ]\
8^ ЙПлунгян 2011: 388К1A_9̪ɬˬFǙ΀ˇʜЙĤÜК$ː07ǡ
EˇǿB;=γM=\8)AEBƢ/=©gnEųňBFǙ΀ˇʜ
ЙĤÜК$ː07ǡEˇǿ`γM\E>FA'ˣͿɑʸY[TĜEˇʜ`Ǽő/=
\? ʸ>̪ɬˬ?F˜A\ß!GJohn has heard about it.? Ⱦ
ЙˬF©gnК$͡1EFПК\τĳEªɑʸ>John$5]B;
=̀B1\? ˇʜ$ː07Й+]FJohn heard about it.? Ⱦ>͡-]\К
5/=РК5EǙ΀ˇʜ$ː07? Àƚ$Ϳ̾EˣͿɑʸ>E John B
ϡ1\ˆǨBÚZ#EǼő`Ȝ;? +?>\ЙПлунгян 2011: 389К 
 ComrieЙ1976КF+E©gnEǼőB;=ŤЅ˥ЙretrospectiveК
>\?/=\+]F+EǼő$\ɑʸEˇǿ?5]Y[Tþ͞/=ː
07ˇʜ?EϠBÚZ#EϡãǱ`Ȝ73\#Z>\ЙComrie 1976: 64К26 
 
2.4.2.5. 5EÈEcvn  
 ++>F++P>γM=%7TEÌžE5E×̸É)$͔ǄˆʉAcvn
B;=̙ʴB˹΃1\ 









 ­͵E 9eК?£КB;=F­E̖Йcf. ̐ 2.4.2.3.̖К>ͩ7λ[>\
                                                
25 ªɃ>+E©gnB;=F5T5T+]`cvnEǼő?/=ͩA1#@ 
#;=Β΋$\? +?Fȝȱ/="'M%8^ A"©gnB;=FComrie
Й1976КBY\ªξE͵γTĴʾЙcf. Comrie 1976: 52-65К 
















2.4.3.1. ˇʜEǱΚEżĨ?Áʁ˥cvn  
 ʁBÁʁ˥cvnЙвторичный аспектКB;=ͩ='+?B/Y  
 \ĤͼEˇʜEǱΚЙXК$ĖE˜A\ˇʜEǱΚЙYКBżĨ1\
\F˜A\ˇʜEǱΚEªϐЙX’К`͡1Y BżĨ1\+?>cvnEǛ





 þBͩ7ˇʜEǱΚEŨ`++>T ªǌ˹΃/="+ Ц 
 


































(2-3) Все поразъехались [PFV-PST-PL] кто куда. 
˦5]6]ǯǯEȈLĐ#)7 













                                                
29 +]ZEÈBTĸǥˬEż̅>ɓλY[TØЁǌ>Ƙɡ˥B̷[α1ˇʜ`͡1̃òˬ
ЙраритивК?Ǚ΀ĤÜĒǌ$Ǖ+?`͡1ǕĨ ЙˬаттенуативКTȞ*Z]=\Йcf. Плунгян 
2011: 221-222К$ɥȾ>FˆBĹ[­*2++>γM\B˙S\ 
 43 
͡ 2-6Цɹν¡?ªʁ˥cvn  












































 +]ZEcvn$£tc΄? Ͳ΄Ù̝>F5]6]@EY B͡-]\
















































͡ 2-7Цª͒˥Ǽő?éĖ˥Ǽő  
	 言語形式の意味の、発話時の文脈への依存度	 意味の抽象度	 
éĖ˥Ǽő В ØЧ£©¡˥ 
ª͒˥Ǽő Ø ВЧ¥o˥ 
 
 45 
2.5.2.2. ÙEÁϼEƢ̌Цʀƈ˥Ƣ̌B;=  
 ÙEjs ©`ǛȄ1\Ɩ½Ù?¯Ɩ½ÙEÁϼ$@EY AƢ̌ϡãB\
#? +?B;=˹΃/="+  
 ª͒BͲ΄ƒB"=Á;EͲ΄ĭ×EϠB\ÚZ#EΚ˥AƼ˜`͵γ1
\ϩBǻƘ-]\Ƣ̌BF/G/G˒Z]\TE?/=̒áƢ̌
Йэквивалентная оппозиция; equivalent oppositionК$\+]FÁϼϠE˼Ƽ˥ˆ
Ǩ`Л?EǛBύû/=͡˼1\31 
 +]BƢ/=ʀƈ˥Ƣ̌Йпривативная оппозиция; privative oppositionКFƢ
̌ϡãB\ÁϼϠE˼Ƽ˥ˆǨ`ªɃ`ЛT ªɃ`? ǛBύû
/=͡˼1\TE>\+EƢ̌$ǻƘ-]=\ųňBFЛ>͡˼-]\ª
Ƀ`ɝɻϼЙмаркиро́ванный член; marked memberКE͡˼`Ȝ;ϼ`ʻ















͡ 2-8Ц̒áƢ̌BY\ǼőˆǨE͡˼  
語	 意味特徴の対立（１）	 意味特徴の対立（２）	 
студент Л˖Ǳ ƆǱ 
студентка ˖Ǳ ЛƆǱ 
 
 ?+^$ͥȼǛЙстуденты, студенткиКBA\?ˇʜF˜A:='\P2
                                                









































̌Йcf. ̐ 2.5.2.2.̖К`Ȅ/=\? ̌ųB̌9Ì®E΋`οS\ʀƈ˥Ƣ
̌`Ȅ/=\?̽!]GɝɻϼЙ;P[+EųňBFƖ½ÙКEǼőˆǨ`ƘS
                                                
33 T9^a+EųňBTǼőˆǨE@9Z`űʰ?1\#BY[ß!GÌ®EY A͡˼EɃʝ











 +]P>Ɩ½ÙE¯ż˥Ǽő?/=Ì®EY AǼő$Ȭɳ-]=%7Ц 
 
 ̧½ǱЙзаконченность действияК 
 Ϥ˘ǱЙпредельность действияК 
 ̪ɬǱЙрезультативность действияК 
 ʸˇǱЙточечность действияК 







 P2E̧½ǱЙзаконченность действияК#Zͩ=+ +EǼőˆǨ`
Ȭɳ/=7EFМиклошичЙФранц; Franz Xaver Ritter von Miklosich; 1813-1891К







 ʁEEϤ˘ǱЙпредельность действияК`ͩ=QY +EǼőˆǨ`Ȭɳ/
=7EF ЯкобсонЙ Роман Осипович; 1896-1982КV ВиноградовЙ Виктор 
Владимирович; 1894-1969К>\5/=ǞZBδǣ/=\АвиловаЙНаталья 








Pʄa>/P Y A5 /7Ϥ˘\F͌˘ʸ>\ЙГрамматика 
1970: 337К34 
                                                
34 ıȾFÌ®Eλ[Ц 
 
Наиболее абстрактным значением предела действия является значение внутреннего качественного 
предела, т.е. такой границы или «критической точки», по достижении которой действие должно 



















(2-5) *35Он уж надел [PFV-PST-SG-M] пальто и продолжает его надевать [IMPF-INF]. 
*ǞFžƅ`T ˰ίa>7$5]`˰\ĤÜ`̯)=\ 














 ­͵E̪ɬǱЙрезультативность действияК`ͩ=QY +EǼőˆǨ`Ȭ
ɳ/=7EFКарцевскийЙСергей Осипович; 1884-1955КМучникЙИ. П.К>
\ 
                                                
35 ++>ßȾEȾЀBÉ/=\ɌįЙ*КFǙ΀Ⱦ$ϳȾ>\+?`˼1 
36 Ϥ˘? ɸǮ5]͍ÙB;=FɥȾ>ͩ7̭Ƣ˥Ϥ˘?ˬƢ˥Ϥ˘EÈBĈ











>\ß!Gвидеть, слышать, ощущать, чувствовать, лгать?:7Ĥͼ\
F увеличиваться, удлиняться ?:7Ϥ˘Й̭Ƣ˥Ϥ˘К`Ȝ7AˇʜЙĤÜК
`͡1ĤͼA@F̪ɬǱ`͡1+?$>%\ 
 \FÌ®EY AßȾ`ĴʾЦ 
 
(2-7) Я смотрел [IMPF-PST-SG-M] фильм «Летят журавли». 
Е$Їa>'? ɍ˗`ͮ7+?$[P1 












ЙКарл; Karl Brugmann; 1849-1919КМейеЙАнтуанЧAntoine Meillet; c¥¤©¨






]\ˇʜFϟƊ1\?ŉɑB̧½1\? |eEˇʜ>\? +?BA\ 
 /#/A$ZƖ½ÙĤͼFǃB5 /7ˇʜ`͡1TEG#[? _)>FA
ß!Gпостепенно привыкЙǢBȁ]7Кмедленно подошелЙW:'[?
ΰÉ7К? Y AßV\Fпроспал два часаЙÁɑϠˮ:7Кпогулял 
с двух до четырехЙÁɑ#ZţɑP>KZKZ/7К? Y Aʸ? Ǿ
ͬ>FȠ!Z]5 TAß$\+?`̽!]GʸˇǱ? ǼőˆǨFƖ
½ÙEe¥¦b c¥?/=FϊĒ>FA? +?BA\ 
                                                







Ф. де СоссюрЙФердинанд де; Ferdinand de Saussure; g¡d¥¨¨zt©¡; 
1857-1913КДосталЙАнтонин; 1906-?КИсаченкоЙАлександр Васильевич; Aleksandr 
Issatschenko; 1910-1978КРужичкаЙРудольф; Rudolf Růžička; 1920-2011К5/=
МасловЙЮрий Сергеевич; 1914-1990К?5EǓƏB7\ БондаркоЙАлександр 
Владимирович; 1930-К>\P7þE̍>˹΃/7Y BЙcf. ̐ª̍̐ 3.1.








Йзасуетиться, побежать, запетьA@КBϡ/=+EĂªǱ$Ǚ=FP\#@ 








TE?A:=/P 8^  
 ΰǆBA:=ĂªǱ? ɸǮFϫ̞ǱЙкомплексностьКĤÜE¯Ł
đEĂªǱЙнеделимая целостность действияК\FЙϟƊˬ¨µϠˬ¨̧½
ˬ?:7КˬBđ)\Ǜ>ĤÜ`͡ˍ>%AǱΚЙнепредставимость действия в 









                                                























 ǼőˆǨàƑc£©~Йпризнаковый подходК 









 + /7ÙEǼő˵̈B")\\̅EϞŴǾ`Ȍϟ/Y ? ͽQ$82
ǆE͘ÜЙГловинская 1982КBƊP\ Гловинская EĹ[̨Q8:7?!\
Гловинская Fǣɨ͞A_]=%7+EY Ac£©~`Ľć˥ATE>
                                                
39 +EY BÙEjs ©E͡1ǼőFªɺ>FA$5 /7ſɺǱ`T:7js ©>
\+?`ˆǨÉ)\+?`Ł͉B1\E$ǡBγM\cvnEǼőEnv|©? 
ɸǮ>^ 5]B;=Fɥ̍EǡE̖Й̐ 2.7.6.̖К`Ĵʾ-]7 




"+]Zţ;Ec£©~B;=ПетрухинаЙ2009К>Tɸ˚$γMZ]=\Йcf. 2009: 52-59К 
41 ПетрухинаЙ2009К>F+Ec£©~`ȝ1ϩтолковательный подход? ͟΄$˒Z

















͘ÜЙ1982, 1986, 1998, 2001, 2002К>͞A:7ĤͼEÙEǼő`µǩ?/7Ǽő͵
γB;=5E΁̥BP>ΤQίR+?F>%A$̙ʴB˹΃/="'ǪͧF




'МОМЕНТ РЕЧИ', 'МОМЕНТ НАБЛЮДЕНИЯ', 'ПРЕДШЕСТВУЮЩИЙ', 'ПОСЛЕДУЮЩИЙ', 'ПОСЛЕ', 
'ПОЗЖЕ', 'СУЩЕСТВЕННЫЙ', 'ПРИЗНАК', 'ЗНАЧЕНИЕ ПРИЗНАКА', 'ДЕЙСТВИЕ', 'СОСТОЯНИЕ', 
'РЕЗУЛЬТАТ', 'ЧАСТЬ', 'БЫТЬ', 'СУЩЕСТВОВАТЬ', 'НАХОДИТЬСЯ', 'ИМЕТЬ', 'МОЖЕТ', 'БОЛЬШЕ', 'НЕ', 
'КАЖДЫЙ', 'ЕСЛИ ... ТО'; 'ЦЕЛЬ', 'ДОЛЖНО', 'НЕПОСРЕДСТВЕННО', 'ПРЕКРАТИТЬСЯ', 'БЫТЬ 
БЛИЗКИМ К ЧЕМУ-Л.', 'ПОЛУЧИТЬ', 'СОЗДАТЬ'; 'ГОВОРЯЩИЙ', 'СЛУШАЮЩИЙ', 'СЧИТАТЬ'A@`
ͶƘ/=\Йcf. Гловинская 2001: 83-86К44 
                                                
42 T9^a5]ÌĜBTÙBÁϼEȄ1Ǽő˥AƢ̌$ªɺ>A+?`ȝȱ/7˵̈̾F\








 P7+E˵̈B;=F̙ʴBP?SZ]7 МилославскийЙИгорь Григорьевич; 1938-КBY\͵










 ʁBµϠ˥ɸǮЙпромежуточные понятияК?/= 'НАЧАТЬ' / 'НАЧИНАТЬ', 
'КОНЧИТЬ' / 'КОНЧАТЬ', 'СТАНОВИТЬСЯ' / 'СТАТЬ', 'ДЕЙСТВОВАТЬ', 'БЫТЬ (НАХОДИТЬСЯ) В 
КАКОМ-ТО СОСТОЯНИИ', 'ИМЕТЬ СВОЙСТВО', 'ПОСТЕПЕННО'?:7TE$Ȟ*Z]=\
Йcf. Гловинская 2001: 86-89К 
 +]ZEͲ΄F¢©wE7SEˆʉAͲ΄?/=ˎͰ-]\M%>+]
ZE΄?ǼőEΰ£tc΄? ͍ʼͲ΄Ù̝Ĉ>E΄?FǪ2/Tª͏/A







͡ 2-10ЦГловинскаяЙ1982, 2001КBY\ÙEǼő˥Ƣ̌E|e  
対立の型	 メタ言語による表示	 
Ů НАЧИНАТЬ (-СЯ) М НАЧАТЬ (-СЯ) 
Ů СТАНОВИТЬСЯ М СТАТЬ 
	Ů ДЕЙСТВОВАТЬ С ЦЕЛЬЮ М ЦЕЛЬ РЕАЛИЗОВАНА 



















возникать / возникнуть, наставать / настать, наступать / наступить, начинать / начать, 
начинаться / начаться, появляться / появиться, исчезать / исчезнуть, переставать / 
перестать, прекращаться / прекратиться, выздоравливать / выздорветь, замерзать / 
замерзнуть (о воде), засыхать / засохнуть, согреваться / согреться, высыхать / высохнуть, 
заболевать / заболеть, забывать / забыть, загрязняться / загрязниться, заквашиваться / 
закваситься, закисать / закиснуть, затихать / затихнуть, насыщаться / насытиться, 
омрачаться / омрачиться, опошляться / опошлиться, оскудевать / оскудеть, ослабевать / 
ослабеть, отвердевать / отвердеть, отогреваться / отогреться, оттаивать / оттаять, 
превращаться / превратиться, проходить / пройти (о боли), размягчаться / размягчиться, 
спускать / спустить (шина спускает), угасать / угаснуть (чувства угасают), углубляться / 
углубиться (в занятие), бледнеть / побледнеть, глупеть / поглупеть, грустнеть / 
погрустнеть, дурнеть / подурнеть, краснеть / покраснеть, возвращаться / возвратиться, 
                                                                                                                                                       
ɺКıȾ>F͡͵Bϡ/=ˆʋĩĖF-]=A 
45 A"5]6]EŮFɄ-]\ǼőđɪBǭ0=5]6] IŮ$ I-aŮ? I-бŮIIIŮ$ III-a
















приближаться / приблизиться, снижаться / снизиться, входить / войти, всходить / взойти, 
выходить / выйти, заходить / зайти, отходить / отойти, подходить / подойти, расходиться / 
разойтись, сходить / сойти, проходить / пройти (мимо чего-либо), окрашивать / окрасить, 
увлажнять / увлажнить, смягчать / смягчить, успокаивать / успокоить; делать / сделать, 
вбивать / вбить, втаскивать / втащить, погружать / погрузить, читать / прочитать, шить / 
сшить, писать / написать, строить / построить, надевать / надеть, возвращаться / 
возвратиться, возвращать / возвратить, вставать / встать, забывать / забыть, загораживать 
/ загородить, исполнять / исполнить (пьесу Шопена), изготавливать / изготовить, 
ложиться / лечь, наклонять / наклонить, обрабатывать / обработать, окружать / окружить, 
окутывать / окутать, опрокидывать / опрокинуть, опускать / опустить, опускаться / 
опуститься, осматривать / осмотреть, останавливать / остановить, останавливаться / 
остановиться, отделять / отделить, отделяться / отделиться, открываться / открыться, 
открывать / открыть, откусывать / откусить, отламывать / отломить, перевозить / 
перевезти, переворачивать / перевернуть, передвигать / передвинуть, переезжать / 
переехать, переходить / перейти, переодевать / переодеть, переодеваться / переодеться, 
перечитывать / перечитать, переворачиваться / перевернуться, подбирать / подобрать, 
поднимать / поднять, подниматься / подняться, подтягивать / подтянуть, подтягиваться / 
подтянуться, появляться / появиться (о пятне), приближаться / приблизиться, прикреплять 
/ прикрепить, приобретать / приобрести (окраску), раздавать / раздать, разрезать / 
разрезать, раскрывать / раскрыть, раскрываться / раскрыться, рассказывать / рассказать, 
расспрашивать / расспросить, рассчитывать / рассчитать (конструкцию), садиться / сесть, 
свертывать / свернуть, свертываться / свернуться, связывать / связать, связываться / 
связаться, снижать / снизить (скорость), собирать / собрать, собираться / собраться, 









улучшаться / улучшиться, удаляться / удалиться, приближаться / приблизиться, падать / 
упасть (о температуре, ценах и т.п.), повышаться / повыситься, понижаться / понизиться, 
подскакивать / подскочить, продвигаться / продвинуться, разбухать / разбухнуть, 
раздуваться / раздуться, расти / вырасти, расширяться / расшириться, сокращаться / 
сократиться, сужаться / сузиться, толстеть / потолстеть, увеличиваться / увеличиться, 
удлиняться / удлиниться, уменьшаться / уменьшиться, утолщаться / утолститься, 
увеличивать / увеличить, уменьшать / уменьшить, удалять / удалить, приближать / 
приблизить, улучшать / улучшить, ухудшать / ухудшить, повышать / повысить, понижать 








вколачивать / вколотить, выбивать / выбить (дурь из головы), выбивать / выбить (гвозди у 
завхоза), всучивать / всучить, выпытывать / выпытать, добиваться / добиться, зазывать / 
зазвать, отговаривать / отговорить, подбивать / подбить (вступить в драку), подговаривать 
/ подговорить, принуждать / принудить, склонять / склонить, соблазнять / соблазнить, 
провоцировать / спровоцировать, уговаривать / уговорить, умолять / умолить, упрашивать 









втолковывать / втолковать, доказывать / доказать, обманывать / обмануть, убеждать / 
убедить, уверять / уверить, задабривать / задобрить, запугивать / запугать, успокаивать / 
успокоить, доказывать / доказать (теорему), отгадывать / отгадать, решать / решить 
(задачу), разгадывать / разгадать, сдавать / сдать (экзамен), дожидаться / дождаться, 
искать / найти46, ловить / поймать, отыскивать / отыскать, поступать / поступить (в 
институт); заставлять / заставить, настаивать / настоять (на своем), обращать / обратить (в 
мусульманство), объяснять / объяснить, растолковывать / растолковать, будить / 
разбудить, подбадривать / подбодрить, приохочивать / приохотить, успокаивать / 
успокоить, усыплять / усыпить, утешать / утешить, взвешивать / взвесить (аргументы), 
выбирать / выбрать, выяснять / выяснить, изучать / изучить, обдумывать / обдумать, 
осмыслять / осмыслить, придумывать / придумать (загадку), разузнавать / разузнать, 
узнавать / узнать, беречь / уберечь, возбуждать / возбудить (дело), выбиваться / выбиться 
(в люди), выводить / вывести (пятно), выслеживать / выследить, выслуживаться / 
выслужиться, защищать / защитить, менять / обменять (квартиру), основывать / основать 
(общество), отдыхать / отдохнуть, прятать / спрятать, предотвращать / предотвратить, 






















беситься / взбеситься (Он бесится/ взбесился от ревности.), беспокоиться / обеспокоиться, 
волноваться / взволноваться, любить / полюбить, ненавидеть / возненавидеть, 
обожествлять / обожествить, сердиться / рассердиться, тревожиться / встревожиться, 
верить / поверить, увлекаться / увлечься, интересовать / заинтересовать, интересоваться / 
заинтересоваться, воображать / вообразить, выделять / выделить, понимать / понять, 
признавать / признать, возглавлять / возглавить, возноситься / вознестись, выбиваться / 
выбиться, загромождать / загромоздить, заполнять / заполнить, нависать / нависнуть, 
покрывать / покрыть, поворачивать / повернуть, кончаться / кончиться, начинаться / 
начаться, доходить / дойти, обрываться / оборваться, изменять / изменить (направление), 
подводить / подвести, приводить / привести, выводить / вывести, доводить / довести, 
заводить / завести, обходить / обойти, отходить / отойти, переходить / перейти, подходить 
/ подойти, проходить / пройти, опоясывать / опоясать, нависать / нависнуть, вдаваться / 
вдаться, открываться / открыться, подниматься / подняться, возноситься / вознестись, 
загораживать / зогородить, закрывать / закрыть, заслонять / зослонить, застилать / 
застлать, воплощать / воплотить, выделяться / выделиться, выступать / выступить, 
обнаруживать / обнаружить, сохранять / сохранить, обнимать / обнять, заниматься / 
заняться 47 , встречаться / встретиться, предъявлять / предъявить, скрывать / скрыть; 
наслаждаться / насладиться, гладить / погладить, трогать / тронуть, пытаться / 
попытаться, заботиться / позаботиться; глядеть / поглядеть, видеть / увидеть, слышать / 
услышать, казаться / показаться, чудиться / почудиться, мерещиться / померещиться, 
                                                
46 найтиBƢǭ1\¯Ɩ½Ù?/=Fλǃ находить$ǻƘ-]\+?$ſ$ГловинскаяF+E
Á;`c?FͩA/="Z2Ê_[B искать`Ȭɳ/=\7SЙГловинская 2001: 106-107К
++>F5]Bǣ  









ощущать / ощутить, чуять / почуять, чувствовать / почувствовать, нравиться / 
понравиться, огорчаться / огорчиться, восхищаться / восхититься, жалеть / пожалеть, 
веселить / развеселить, восхищать / восхитить, удивлять / удивить, льстить / польстить, 
возмущать / возмутить, обижать / обидеть, огорчать / огорчить, оскорблять / оскорбить, 
поддерживать / поддержать, потеть / вспотеть, думать / подумать (о чем), думать / 




















 БондаркоЙАлександр Владимирович; 1930-КBY\˵̈Й1971КF˫ȨEǀB
7\ МасловЙЮрий Сергеевич; 1914-1990КE˵̈`ˣƯ-3\Ǜ>ÙEjs 
©E͡1ǼőEÙ̝˥A͵γ`˪ȝ1? ̾͘EªξE˵̈ʢĤE9X @µ
Ϡ7[B×̸1\TE>\+E͘ÜEĜǡ#ZʐE͘ÜE·7\©Fɿ



















 РассудоваЙОльга ПетровнаКFþBTͩ7Y BЙcf. ̐ª̍̐ 3.1.̖К£t
c΄ȸ͇Eđϗ$Ƥϝ>\+?#ZÙEjs ©`@EY BžŪÄB̼Ǥ-
3\#? ͫʸ>5E͘əЙ1968, 1982К`P?S=\þBTγM7λ[





 ÙEǼőEˆʉǱ#Z­>Йcf. ɥ̍̐ 2.4.̖К˹΃/7ª͒Ͳ΄ƒEͫʸ#
ZEcvnEǼőE͵γ?ʏά/7ųňȵŞ1M%?ǯ_]\ʸT\$5
 /7ŝЂB;=FǡE̖Йcf. ̐ 2.7.5.̖КB"=̽ơ`Ġ!\ɿÑ`ĖθͶ
)\+?B1\ 
2.5.3.2. Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő  
 P2Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő#Zͩ='+?B/Y  
 БондаркоЙ1971К>FÌ®`Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1971: 22-24КЦ 
 
 ĆÙ˥ÀƚEǼőЙконкретно-фактическое значениеК 
 ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК 
 ʵŬ˥ĤÜEǼőЙпотенциальное значениеК 




 P2ĆÙ˥ÀƚEǼő#Zͩ=͞+  
 
(2-9) Скоро вернется [PFV-PRS-3SG].  Пройдите [PFV-IMP-PL], подождите [PFV-IMP-PL]. 
1(Bȇ[P1E>@ 6"ā[BA:="ǟ9®- 
 
 +EǼőFĆÙ˥AĭªEÀƚЙконкретный единичный фактК` ͡1ЙБондарко 
1971: 22К 
 ʁBß˼˥ǼőB;=˹΃/Y  
 
(2-10) Иногда весной бывает так: налетит [PFV-PRS-3SG] буря, погуляет [PFV-PRS-3SG] 
часа два-три и так же неожиданно затихнет [PFV-PRS-3SG], как началась. 






















]\ЙБондарко 1971: 23К 
 ªțĨEǼőB;=ͩ=QY  
 
(2-12) Равняясь с ними, Алексей мигнул [PFV-PST-M]раз пять подряд. 
ǞZBδ;%A$Zc¢nxeFÃǌN@̌=̯)B˱%/7 
 
 +EǼő$ˍ]\ųňBFдва разаЙÁŤКтриждыЙ¬ŤКнесколько раз
ЙÚǌ#К?:7Ťȼ`͡1ȝɻ`Ó ЙБондарко 1971: 24К 
 
 РассудоваЙ1982К>FÌ®`Ɩ½ÙEéĖ˥Ǽő?/=Ȟ*=\Й1982: 10КЦ 
 
 ĆÙ˥ÀƚEǼőЙконкретно-фактическое значениеК 
 ªțĨEǼőЙсуммарное значениеК 
 ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК 
 
 5]6]BƢǭ1\ßȾ?/=Ì®EY Aß`Ȟ*=\Ц 
 
(2-13) Он повторил [PFV-PST-M]мне свой вопрос. 
ǞF˿BΚŝ`̷[α/=ͲP/7 
(2-14) Он несколько раз повторил [PFV-PST-M]свой вопрос. 
ǞF̯)=Úǌ#Κŝ`̷[α/P/7 
(2-15) Если вы не поймете мое объяснение, я всегда могу повторить [PFV-INF] его вам 









 ĆÙ˥τ̄EǼőЙконкретно-процессное значениеК 
 ęϤEAſŤǱEǼőЙнеограниченно-кратное значениеК 
 ª͒˥ÀƚEǼőЙобобщенно-фактическое значениеК 
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼőЙпостоянно-непрерывное значениеК 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőЙпотенциально-качественное значениеК 
 ęϤE\ſŤǱEǼőЙограниченно-кратное значениеК 
 
 Ĝ̖?ŉɺBƢǭ1\ßȾ`ͩA$Z5]6]EéĖ˥Ǽő`˹΃/=͞+  
 P2ĆÙ˥τ̄EǼő>\ 
 






:=ο͞/=\τ̄B\TE?/=ĤÜ`Ȭ˼1\ЙБондарко 1971: 24К 
 ęϤEʻſŤǱEǼőFÌ®EY Aß>ͩ\+?$>%\+]Fʻę
ϤBĸǥ1\ĤÜ`͡1ЙБондарко 1971: 27КЦ 
 





7E#ʻ#:7E#К` ͡1? E$5Eűɥ˥AǼő>\ЙБондарко 1971: 29КЦ 
 











Äː? TEFΠɇB7878ĜBοa>'E8?  
 
 БондаркоЙ1971К>F+EǼő>Fĸǥ1\E>TA'θĒ]\_)>TA
'ϜɡϠ`ͨ Y BªɫEƴEY AĤÜ$͡-]\?/=\ЙБондарко 
1971: 30К 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼőB;=ͩ=QY Ц 
 
















 ĆÙ˥τ̄EĤÜЙконкретно-процессное действиеК 
 ʻęϤEſŤĤÜЙнеограниченно-кратное действиеК 
 ª͒˥ÀƚEǼőЙобщефактическое значениеК 
 
 5]6]BƢǭ1\ßȾ?/=FÌ®EY Aß$Ȟ*Z]=\Ц 
 
(2-22) Молодая женщина сидела [IPFV-PST-F] у окна вагона и читала [IPFV-PST-F]. 
͔ƆǱ$Φ³E̋ϩBǍ[ΆQ˅`/=7 
(2-23) Иногда я перечитывал [IPFV-PST-M] писателей, которых особенно любил. 
ɑ˿F?[_)ʒBā:=\ÜƜEÜŖ`ΆQα/=7 




                                                
51 +E͘ÜEĔ˃?A\ РассудоваЙ1968КB"=F˒Z]=\͟΄$͔Ǆ˜A:=\+?




2.5.3.4. P?SЦéĖ˥ǼőEđЄ  
 ++P>ǣɨE˵̈>Ȭɳ-]=\éĖ˥ǼőE v`˹΃/=ɨ7 
 5]6]E˵̈̾$Ȟ*=\Ɩ½ÙEéĖ˥ǼőFÌ®ETE>\®͡>F
5]6]EƢǭϡã$đ#\Y BĈƝ˥BΰTEŉŹ$Ϫ[ň Y B´Mɚ
!=\ 
 































2.5.4.1. ×ˬB;=  


































 ʁ̖Ìϣ>5]6]E|eB;=ͩ='+?B/Y  




Ũ 2-5ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eПК  




@EϟƊEĤÜɺǿЙначинательный СДК53` ͡_1ĤͼЙȨЀή за-`Ó TEК
                                                






2.5.4.3. |eР  
 |eРFµϠˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-6ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eРК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EF¯Ɩ½Ù>\ 











2.5.4.4. |eС  
 |eСF̧½ˬ`͡_1|e>\ŨB˼1?Ì®EY BA\Йŉ­КЦ 
 
Ũ 2-7ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eСК  





 ̧½EĤÜɺǿЙфинитивный СДК`͡_1ĤͼЙȨЀή от-V от-?ǡȨ
ή-ся?ĘQň_3>͡-]\TEКЦ 
                                                                                                                                                       
Ġ!Z]7ªξEĤͼ`ȝ1Йcf. Энциклопедия 1996: 530К͟΄Bϡ/=F˵̈̾BY:=FĤ




16EđЄ$Ȭɳ-]=\ЙЭнциклопедия 1996: 530-532КЗализняк и ШмелевЙ2000К>F·ͧA
TE?/= 15EđЄ$Ȭɳ-]=\Й2000: 104-127КАвиловаЙ1976К>FɑϠBϡ_\ĤÜ
ɺǿ?/= 4đЄȼϘBϡ_\ĤÜɺǿ?/= 10đЄˆʉA̪ɬǱ`͡1ĤÜɺǿ?/









 ȨЀήраз-`Ó ĤͼЦ 
разлюбитьЙƎBA\К 
 




Ũ 2-8ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eТК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 








 Ȩήза- -ся`ɝ1\ĤͼЦ 
загоретьсяЙˁ!Đ1КзадуматьсяЙ̽!ίRКA@ 
 Ȩήвз- -ся`ɝ1\ĤͼЦ 
взбунтоватьсяЙɕĤ`Ν+1КA@ 
 




Y BA\8^ Ц 
 
Ũ 2-9ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eУК  
起動相	 ＝	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 
 ĆÙ˥BFÌ®EY AĤͼ$ŏP]\Ц 
 
 ˱ϠĤͼЙмоментальный глаголК 
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 ªŤEĤÜ`͡1ĤÜɺǿЙсемельфактивный СДКEĤͼ54Ц 
тряхнутьЙªŤȰZ1КстукнутьЙªŤ+;[?Ŀ'КA@ 
 ȨЀήвз-`Ó ';#EĤͼЦ 
взвытьЙǰBō!\К 








Ũ 2-10ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eФК  










Ũ 2-11ЦХраковскийЙ2002КEđЄЙ|eХК  
起動相	 中間相	 終了相	 
 
 £tc΄B"=+EǼőE͡ˍ`Ș:=\EFƖ½Ù>\ 





 ϤƘ`͡1ĤÜɺǿЙделимитативный СДКBư1\ĤͼЦ 
посидетьЙƪ/EϠǍ:=\КполежатьЙƪ/EϠɾBA:=\К
всплакнутьЙ9X:?ʟ'К 




































 c`Ȅ1ĤͼЙпарные глаголыК 
 ĭÙĤͼЙодновидовой глаголК 




                                                
55 T9^a++>γM7Y A£tc΄EĤͼEǼő`̽!\ϩB΄ǚ˥Ǽő?ÙEǼő
#ZȄ:=\? Y B+E³̾`ƵĖ>%\TE?/=Ȏ ? ̌ųB˜΋`ś!\˵̈
̾TƑŬ1\ß!GþBͩ7vn¤Ǽő΋ƒʣBư1\ ГловинскаяA@FÙEǼő?΄ǚ
˥ǼőF͝)ň:=\?Ěų`Ĺ:=\Йcf. Гловинская 1982: 47-54К 
56 ÙEcB;=E΄ǛȄ΋˥ͮʸ#ZEđЄB;=F®E̐ 2.6.2.̖B"=΋0\ 
57 A"Ì®ɥȾ>c`Ȅ1Ĥͼ`ª;EĤͼ΄ǚ?/=Ȭ˼1\ųň¯Ɩ½Ù / Ɩ½Ù







¯Ɩ½ÙĭÙĤͼBFиметь, значить, стоить, обладать, принадлежать, состоять, 
содержать, знать, бояться, уважать, жалеть, гулять, разговариватьA@$ŏP]\ 
 Ɩ½ÙĭÙĤͼBFочнуться, очутиться, встрепенуться, ринуться, хлынуть, 
грянуть, нагрянуть, отпрянуть, воспрянуть, рухнуть, посчастливиться, поперхнуться, 
угораздить, состоятьсяA@$đЄ-]\58 
 ŉE³ÙĤͼ?FŉªEĤͼǛǿ$Ɩ½Ù?/=T¯Ɩ½Ù?/=T˒
Z]\Ĥͼ`ȝ1+E³ÙĤͼBư1\TEFадресовать, арендовать, велеть, 


















2.6.2.1. ÙEcЦ¯Ɩ½ÙĨBY\TE  
 ¯Ɩ½ÙĨЙимперфективацияК?FƖ½ÙĤͼBˆƘEȨή`ÉĠ1\+
?>΄ǚ˥ǼőBżĨFT7Z-2B¯Ɩ½ÙĤͼ`ǛȄ1\Ƀʝ>\ 
 ¯Ɩ½ÙĨ`T7Z1ȨήBFÌ®EY ATE$\Йcf. Энциклопедия 1998: 
149-151КЦ 
 
                                                
58 +]ZF­>ͩ7VendlerЙ1967КBY\Ĥͼ΄ǚEđЄЙcf. ̐ 1.3.̖КA@BÊ͡-]\ˇ
ʜEǱΚEđЄ?Ƣǭ-3\+?$Ł͉>\5]B;=Fǡ Й̖̐ 2.7.3.̖К` Ĵʾ-]7 






͡ 2-15Ц¯Ɩ½ÙĨ`T7Z1Ȩή?΄ǛȄß  
不完了体形成接辞	 例	 
（完了体動詞	 →	 形成される不完了体動詞）	 
-ыва- / -ива- заработать  зарабатывать, проколоть  прокалывать, отморозить  
отмораживать, перепрыгнуть  перепрыгивать, рассмотреть  
рассматривать, расклеить  расклеивать 
-а́- / -я́- подмести  подметать, принять  принимать, умереть  умирать, 
напомнить  напоминать, погиьнуть  погибать, обидеть  обижать, 
разре́зать  разреза́ть, выпустить  выпускать 
-ва- нагреть  нагревать, разбить  разбивать, дать  давать 
-ева- продлить  продлевать, застрять  застревать 
 
 +]ZE΄ǛȄ`̩7Á;EĤͼFλǃÙEc`A/=\?ͩA-]\ 






 Ɩ½ÙǛȄȨήBFÌ®EY ATE$\Йcf. Энциклопедия 1998: 336КЦ 
 
͡ 2-16Ц·AƖ½ÙǛȄȨή?΄ǛȄß  
完了体形成接辞	 例	 
（不完了体動詞	 →	 形成される完了体動詞）	 
вз- / вс-   ерошить  взъерошить, кипятить  вскипятить 
воз- / вос-   мужать  возмужать, препятствовать  воспрепятствовать 
вы-   учить  выучить 
за-   консервировать  законсервировать 
из- / ис-   ваять  изваять, печь  испечь 
на-   рисовать  нарисовать 
о-   бледнеть  обледнеть 
от-   мстить  отомстить 
по-   советовать  посоветовать 
под-   готовить  подготовить (доклад) 
при-   готовить  приготовить (ужин) 
про-   читать  прочитать 
раз- / рас-   будить  разбудить 
с-   делать  сделать 
                                                
60 ++>˒=\͟΄ЙƖ½ÙǛȄȨήКF̑̾BY\ͽ͸>\ 
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у-   наследовать  унаследовать 





ǼőEżĨ`T7Z1+?$\ЙßЦставить  выставить, заставить, наставить, 
переставить, проставитьA@К5EY AųňBFλǃÙEc?FQA-]A 
 
2.6.2.3. ÙEcЦͤüʝBY\TE  
 -ZBͤüʝЙсупплетивизмКBY:=ÙEc`ǛȄ1\|eEĤͼT
\+]ZF΄ǈBǛǿ˥Aąλϐđ`Ȝ7A$ÙEc?ͩA-]\ 
 ĆÙ˥BFбрать / взять, говорить / сказать, класть / положить, раскладывать / 






Йcf. ̐ 2.4.̖КP7£tc΄? éĖͲ΄B"=cvnEǼő`͡
1Ⱦʝ˥ȊʋE 9E·ͧATEEª;?/=EÙ? Ⱦʝ˥js ©B;







@EY AͲ΄ǛǑBY:=͡ˍ-]\#B;=˹΃1\Йcf. ̐ 2.7.2.2.7.3.̖К 
 P7­>ͩ7ÙEc? ˎ΋˥ɹ̘˅E¯ôAʸB;=ȝȱ/ÙE
éĖ˥ǼőE vEȕ!\ŝЂʸB;=Tȝȱ1\Йcf. ̐ 2.7.4.2.7.5.̖К 
 5/=ɛǡBƖ½ˬɣƖ½ˬ? ͟΄?5]E͡1cvnEǼő
                                                
61 T:?T++>Ȟ*7Ɩ½ÙǛȄȨή$ûE¯Ɩ½ÙĤͼB΄ǚ˥AżĨ`ɥǙBĂ'
T7Z/=AE#? ʸFΒ΋$Ǫͧ8^ T/+]$̠̚BƖ½Ù`ǛȄ1\+?Bˆ











£tc΄EÙEjs ©?EƢǭϡãB;=̽ơ1\Йcf. ̐ 2.7.6.̖К 
 
2.7.2. 「状況の性質（акциональность）」とロシア語の体のカテゴリーとの関係 
























(2-25) *Я бежал [IPFV-PST-M] за два часа. 
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(2-26) *Я рисовал [IPFV-PST-M] за три минуты. 
 






£xvEªϐđ`͡_1писать / написать письмоЙȊ̡`ə'Крисовать / 
нарисовать кружочекЙĉ`ȫ'Кстроить / построить домЙƜ`Ǐ=\Кчитать / 
прочитать письмоЙȊ̡`ə'Коткрывать / открыть окноЙ̋`ϟ)\К̒EY A
Ĥͼ$+EđЄBǙ=FP\Й++>Ȟ*7ß>F2]TɛĔEǛǿ$¯Ɩ½Ù
Ĥͼ>\К 
 P7­EʢĤ?F˜A[за два часаЙÁɑϠ>ÁɑϠ#)=К? 
͡ˍ?̪ň>%\ЙßȾF Гловинская 2001Y[КЦ 
 
(2-27) Я написал [PFV-PST-M] письмо за два часа. 
˿FÁɑϠ>5EȊ̡`ə%̧!7 
(2-28) Я нарисовал [PFV-PST-M] кружок за три минуты. 
˿F¬đ>ĉ`ȫ%̧!7 
 








(2-29) *Я долго находил [IPFV-PST-M] письмо. 
(2-30) *Я два часа приходил [IPFV-PST-M] к нему. 
 
 Ƣ/=\ɑʸ`͡_1ĝͼľß!Gв тот моментЙ5EɑКв два часа
ЙРɑBКA@?F̪J;'+?$>%\Ц 
 
(2-31) В три часа я достиг [PFV-PST-M] вершины. 
¬ɑB˿Fϻ­BĘφ/7 









2.7.2.4. ˇǿЙШϲǿК  








(2-33) Я знала [IPFV-PST-M] его два года. 
˿FРǆϠǞ`˴:=7 





(2-35) *В три часа я знал (любил) его. 
 








͡ 2-17ЦVendler EđЄ?£tc΄Ĥͼ  
状況の性質	 Vendler の分類	 完了体	 不完了体	 
Ĥ˥Aˇʜ Ϥ˘`Ȝ7A£xv ʢĤ   
Ϥ˘`Ȝ;£xv φȄ  * 
ĐɨÀ Ęφ  ** 























2.7.3.1. ªʁ˥cvn  
 ++>F­Йcf. ̐ 2.4.2.̖К>ͩ7ªʁ˥cvn$£tc΄>F@9
ZEÙBY:=͡-]\#B;=˹΃1\ 










͡ 2-18Цªʁ˥cvn  
	 	  





















 P2­͡Ežϐv©u A Bϡ_\cvnBF¾ɡ¨¾ʮEcv
n$đЄ-]\£tc΄EÙ̝BF+Ecvn`͡1ȾʝǛǑF˒Ǽ
-]=A 
 ComrieЙ1976К>F͕΄Ebe going to (do)BY:=͡-]\cvn?ЄÖ
E͡ˍ?/=®EY AßȾ$Ȟ*Z]=\Ц 
 
(2-36) Я собираюсь убить [PFV-INF] тебя. 
"Ĝ`ʌ/=V\ 





¾ʮEcvnEǛǑ>\?FͩA/=AЙComrie 1976: 65К 
 ʁB­͡µEEĈϐv©uBϡ_\cvnB;=ͩ=QY  











(2-38) Они смотрят [IPFV-PRS-3-PL] на нас. 
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ǞZFùZEɃ`ͩ=\ 
(2-39) Она сидела [IPFV-PST-SG-F] у окна. 
ǞƆF̋E5GBǍ:=7 
 
 5/=­͡EˇʜȨ̪ʸ`͡1cvnFÌ®EÁ̅Є>^ Ц 
 
e̧½EĤÜɺǿЙфинитивный СДК`͡_1Ɩ½ÙĤͼ 
Йотцвести, отговорить, отбегаться, отстрелятьсяК 
£ȨЀήраз-`Ó ';#EƖ½ÙĤͼЙразлюбитьA@К 
 










(2-41) Кто-то открыл [PFV-PST-SG-M] окно. 
·#$̋`ϟ)9U:7a8A 
 
 +]ZEƢǭϡã`P?S\?Ì®EY BA\8^  
 
͡ 2-19Цªʁ˥cvnEǼő?£tc΄Ĥͼ  
アスペクト	 対応する言語表現	 




































2.7.3.2. Áʁ˥cvn  
 Áʁ˥cvnЙcf. ̐ 2.4.3.̖КF£tc΄>F@EY AǛǑBY:=











 P7+]ZFſŤǱ`͡1ĤÜɺǿЙмногократный способ действияК`͡1
¯Ɩ½ÙĤͼBY:=T͡-]\-ива--ва--а-?:7Ǜǿ̤BY:=͡
-]\ЙßЦхаживать, сиживать, певать, едатьК 




 ­͵EϓđˬFϓđ`͡1ĤÜɺǿЙдистрибутивный способ действияК
`͡1Ɩ½ÙĤͼBY:=͡-]\пере-ЙßЦпереглотать, перегаснутьКпо-
ЙßЦповывести, померзнутьК?:7Ǜǿ̤BY:=͡-]\ 
 ­͵`P?S\?®͡EY BA\Ц 
 
































Сегодня утром после завтрака он 
открыл окно. 
ÅɠɠЈǡBǞF̋`ϟ)7 


































/7Йcf. ɥ̍̐ 2.5.3.̖К 
 ͩ̕BY]GǣɨEéĖ˥ǼőE v$ȕ!=\ɛƁEŝЂF­>ͩ7
ªʁ˥cvn?Áʁ˥cvnEƵĖ$̽Ȃ-]=A? ʸB\1







































͡ 2-22ЦéĖ˥Ǽő?ªʁ˥¨Áʁ˥cvn  
表す形式（体）	 個別的意味	 一次／二次的アスペクト	 
 
Ɩ½Ù 
 ĆÙ˥ÀƚEǼő ªʁÁʁ 
 ß˼˥Ǽő Áʁ 
 ʵŬ˥ĤÜEǼő Áʁ 





 ĆÙ˥τ̄EǼő ªʁ 
 ęϤEAſŤǱEǼő Áʁ 
 ª͒˥ÀƚEǼő Áʁ 
 ǳǃ˥¨¯ɁEĤÜEǼő ªʁ 
 ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼő Áʁ 





͡ 2-23Цªʁ˥¨Áʁ˥cvn?éĖ˥ǼőEƢǭ  
一次／二次的アスペクト	 表す形式（体）	 個別的意味	 
ªʁ 
 
¯Ɩ½Ù  ĆÙ˥τ̄EǼő 







Ɩ½Ù  ĆÙ˥ÀƚEǼő 
Ɩ½Ù  ß˼˥Ǽő 
Ɩ½Ù  ʵŬ˥ĤÜEǼő 
Ɩ½Ù  ªțĨEǼő 
¯Ɩ½Ù  ęϤEAſŤǱEǼő 
¯Ɩ½Ù  ª͒˥ÀƚEǼő 
¯Ɩ½Ù  ʵŬ˥¨ǱΚ˥ĤÜEǼő 




























Йаспектуальные кластерыК?ŒJÌ®ETE`Ȟ*=\Йcf. Плунгян 2011: 
402-406КЦ 
 























 P2ɣƖ½ˬЙимперфектив; imperfectiveК?FªÙ@EY Acvn`
͡1TE8^ #+]FþBͩ7ɹν¡EĈϐv©u`͡11A_9
Ȝ̯ˬЙдуративКЙШªʁ˥cvnК?̼ȁˬЙхабитуалисКЙШÁʁ˥c




































=˹΃1\Й̐ 3.3.̖̐ 3.4.̖К 
 5/=ɥ̆E·7\ƢΓ>\Ł͉ǱE} dEǼő`ŏRȾB;=
5EǼőɹν?ǼőE®×đЄB;=ɵʹ1\Й̐ 3.5.̖К 

















 ß!GÌ®Eţ;EȾ`ʏά/=QY Ц 
 
(2-44) Он на работе. 
(2-45) Он должен быть на работе. 
(2-46) Он может быть на работе. 
























                                                
64 Золотова и др.Й2004К>Tȝȱ-]=\λ[Йcf. 2004: 75К+ /7ƵĖFeeЙBally, Charles; 






















`͡1TEЙPalmer 2001: 24К>\Ц 
 
(2-48) John may be in his office.  (Palmer 2001: 24) 
u¥F͍đEidvB\E#T/]A 
 












                                                
67 A"ßЙ2-45КĵJЙ2-46КB;=FÀΓ$ƢΓ?-]=\? ͰϕTŁ͉>5E
ųňBF} dEǼő$˜A:='\®E̐ 3.2.2.̖`Ĵʾ-]7 
68 ŉ05 8? ġĤͼFɺǿEǼőTȜ9 \+EɺǿEǼőF΃Ώ˥} 
dBư1\A"5EųňġĤͼ?̪ň1\ĤͼFξ˒ǛBA[P7ġĤͼ5 85]͍









>\Йcf. Palmer 2001: 70КЦ 
 




>\Йcf. Palmer 2001: 70КЦ 
 













 ͻƘE} dЙоценочная модальностьК 
 ϳˍƚE} dЙирреальная модальностьК 
 





                                                
70 A"++>FͻƘE} d`ɛĔBĐ/ϳˍƚE} d`Á˛˪BȬ˼/=\$
³̾EΫϖBχFA'âƙ˥ATE>\@9ZE} dE̅ЄT̒/'ϖͧ>\?
 ПлунгянEȝȱĵJ5ĚųЙПлунгян 2012: 309КBF͍̑̾ΥTΙŉ1\TE>\ 
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ȾʝĨ-]7} d>\? Ƞ!Ƀ$ª͒˥ATE>\Йcf. Плунгян 











 ɥ̖EP?S?/=³̾Eɭ̨QEʏά`ͽQ=QY ®͡>Fâƙ­ Плунгян
Й2011КEɭ̨Q`þBȬ˼/=\Ц 
 




















                                                
71 +E·ͮ˥} dƛͮ˥} d? 5]6]E͟΄FɺA˵̈̾BY[ſ
ɺA˒Z]Ƀ`/=\E>ʠǼ$Ǫͧ>\Йcf. Плунгян 2012: 315К 











ЙПлунгян 2011: 424-426КЦ 
 
① ǗǌЙинтенсивностьКBϡ1\TE 
② îˎ˥ͻáЙэтическая оценкаКBϡ1\TE 

























3.3.2.1. ɸͧ  
 ͻƘE} d?̽!Z]\TEF£tc΄B"=@EY AͲ΄Ȋʋ
BY:=͡-]\8^ # 
                                                
73 ®̳`Ʉ/7ϐđ$Ǚ΀} dEǼő`Ș Ǜǿ̤>\ŉ0ʋ͗EʁEßTŉɺ 
74 ++BFЗолотоваЙ1982КЗолотова и др.Й1997, 2003КA@>Ĺ[­*Z]=\£tc΄E





ĕɁVΘɲÉ)? ̐ÁEƱ`ǛȄ1\ЙЭнциклопедия 1996: 240КͿ̾Eǿǌ`
˼175 
 Ĝ̖>Tƪ/ͩ7λ[+EͻƘE} d$͡-]\Ͳ΄ȊʋF£tc
΄EÙ̝B"=FǛǿ̤΄ \FˆƘEɹȾ΄ ϽA@ſƳBʭ:=\ 

























наверноеЙǲZ'К, надеюсьЙ%:?8^ К, пожалуйЙ7KaК, 
вероятноЙ@ VZК, кажетсяЙǯ BК, безусловноЙ̭ƢǪ2К, 
разумеетсяЙT9^aК, естественноЙT9^aǙʼК, скорее всего
ЙR/^К, надо полагатьЙ@ VZКA@ 
ǸŲʯ`˼1+?BY\ 
ǸŲEƛͮǱEáíĕɁ76 
по слухамЙ _->FК, говорятЙ́'?+^BY\?К, по мнению 
кого-л.ЙEǼͩ>FК, по-моемуЙǯ BК, насколько мне известно
Й˿E˴\Ϥ[>FКA@ 
                                                









мало тогоЙ5EN#BК, мало сказатьЙ>FͲΠ[AК, по 
меньшей мереЙ2]B/=TК, самое большееЙ34ſ'=
TКA@ 
͆Ƙ˥AͻáЧşJɐ΃ на счастьеЙǇBTК, к радостиЙşG/+?BКA@ 




странное делоЙƄƉBTК, нечего сказатьЙɥǙBĂ'T:=К, к 
удивлениюЙБ'M%+?BБ7EFКA@ 
 
3.3.2.3. Ƥ˒EƩͼ  
­͵EƤ˒EƩͼFÌ®EY AǼő`͡1®͡ 2-26`ĴʾЦ 
 
͡ 2-26ЦƤ˒EƩͼ  
表されるモダリティの意味	 小詞	 
˹æEA+?ЙнеуверенностьК вродеЙÚ8#@ VZZ/К 
¾ɡ¾ǻЙпредположениеК разве чтоЙ@ VZК 
[5 TA+?ЙнедостоверностьК якобыЙ>\#EY AК 
Б%ЙудивлениеК ну иЙ7/78К 
 
3.3.2.4. Ϡȑͼ  




(2-52) Хлоп на землю и лежит без движения. 
̊ʼG:7[?ŭϴBë]ίQΥ0^&T32ɾ7_:=\ 
 





БрызгуноваЙ Елена Андреевна; 1931-КZBY\e¥©t¥|©¥
Йинтонационная конструкция; ИККđЄEХЙИК-7КA@$+]BˬǙ1\TE?
̽!]G8^  
 ®EßȾЙ2-53К`ͩ=QY Ц 
 






$5E˫ǡBźϝϞϛ$ː0\E$ ИК-7EˆǨ>\Йcf. Грамматика 1980: §153; 
Одинцова 2011: 278-293К 




(2-54) Станет он тебя слушать! 
V;F"ĜEͲ +?`́%#DAИ 
(2-55) Хорош друг! 
Ɓ/7Ķφ8DИ 
 




͡ 2-27ЦˆĖAȾŮ  
表されるモダリティの意味	 例	 
͞A_]AĤÜB;=EʻǮ- Нет чтобы подождать. 
ǟ? ? ʒTA 
̊ʼEĤÜ Она возьми и скажи. 
ǞƆFǰBͿ/Đ/7 
ƚˍ¯Ł͉ Поди попробуй! 
V]\TaAZV:=Q^И 











Β΋-]=%=\EFŁ͉ǱЙ возможность; possiblityК?ǪʼǱ 77
Йнеобходимость; necessityК>\ 






 ̎˥BFŁ͉ǱFXF P>[ \ЪP/ \ЫЙX может PК? ̅Є
EȾЙˣͿКǪʼǱFXF P>A)]GAZAЪP/A)]GAZAЫЙX 






?:=̽!=QY ПлунгянЙ2011К#ZEĆÙß`ͩ=QY ЙПлунгян 2011: 
428КЦ 
 
͡ 2-28ЦĈ˥ǪʼǱ?ž˥ǪʼǱ  
必然性の種類	 例	 
内的必然性	 Чтобы рассказать об этом, я должен подготовиться. 
5]B;=Ϳ1BFʰô`/A)]G)P3a 























                                                
78 +EʸB;=E΁̥FǡE̐ 3.6.̖`Ĵʾ-]7 
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͡ 2-29Ц5]6]Eʝ`͡1ĤͼEǛǿ  
法	 	 動詞の形態	 
直説法	 過去形	 делал, делала, делало, делали 
非過去形	 делаю, делаешь, делает, делаем, делаете, делают 
仮定法	 делал бы, делала бы, делало бы, делали бы 



















?/=+EɸǮ͍Ù`΃S=A˵̈̾T\Йcf. Энциклопедия 1996: 367К5EªɃ>
БондаркоЙ1990К>F+E¬js ©BɑϠ˥Ƙ×ǱОϳƘ×ǱЙвременная локализованность 











e ĭ̠ĸǥǱЙпростая повторяемостьК 
£ λǃǱЙобычностьКЙШ̼ȁǱЙузуальностьКК 
































Ȝ;ɿ͉`đɪ1\7SEÙ̝­Eű˻?A\ЙТФГ 1987: 11К?-]\ 
 +Eɿ͉¨Ǽő˥ų` ǻƘ/7ųňŁ͉ǱEǼőEųЙǼőjs ©К

















͉¨Ǽő˥ų? ͟΄`˒\Ê_[Bɿ͉¨Ǽő˥js ©? ͟΄`˒="[Йcf. 
Бондарко 1971bК+]ZFϳǃBΰ#\FŉªEɸǮ>\?̽!Z]\ 
82 ++>E̤ͧ?FͲ΄ǛǑ?NOŉɺEǼő>Ƞ!\+?$>%\8^  
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(2-56) Ребенок уже ходит. 
5EƏFT ʇ)P1 
(2-57) Он умеет плавать. 
ǞFʡ*P1 















=\?̽!Z]=\Йcf. ТФГ 1990:123-126К 

















                                                






\ЙǙ΀ˇʜ$ːΝ1\Ł͉Ǳ$\? Y BͿ̾$̽!=\К? +?
F} dEǼő`Ȝ;γ΄BY:=˼-]\ 
 P7¯Ł͉Ǳ`͡1ųňBFŎƘήЙſ'EųňнеК?γ΄?E΄̪ň
BY:=˼-]\ЙОн может прийти.  Он не может прийти.К 
 /7$:=} dEǼő`ŏRȾEǼő¨ ̫΄ɹν`ɹȄ1\·ͧA̤ͧF
Ì®EY ATEBA\?̽!=Y8^ Ц 
 






























































Ũ 2-16Цž˥Ł͉Ǳ?5Eγ΄  
 
 
3.6. 述語 мочьについて：その「多義性」と「無標性」 
 ++>γ΄ мочьB;=TγM="'Ǫͧ$\8^  





(2-50) Иван может петь «Марсельезу». 
 









                                                













ɃE} dEǼő`͡1+?$>%\Йcf. Плунгян 2011: 430-431К87P7ϳ
ˍƚE} dBϤ:=̽!=T++P>>˹΃/7ŨЙ2-15КĵJЙ2-16К
#ZTɉZ#AY Bмочь? γ΄FĂ=EŁ͉ǱE̅Є`͡/ \ 






 мочьE͡1Ł͉ǱEǼőEƔô̗ŧ? EF®ŨEY Ae©u>Ƞ!
\+?$>%\8^ ЙϳˍƚE} dEųňКЦ 
 
Ũ 2-17Цγ΄Ĥͼ мочь $͡1ǼőEƔô̗ŧЙϳˍƚE} dEųňК  
 







































                                                
89 ʶ˓Й2006К>FY[ǊǼő>Ł͉Ǳ? ɸǮ$Ƞ!Z]="[} dBFÚZ
#EǛ>Ł͉Ǳ$ϡ_:=\?/΋$Ưϟ-]=\Йcf. 2006: 48-54К5/=} d
















































͡ 2-31ЦŁ͉ǱE} d?5E®×ĩđǙ΀ˇʜːΝEɧÎ  
内的／外的可能性	 下位区分	 当該状況生起の条件	 
内的可能性	 ǡƂ˥ ·ÙE͉ğ̼ȁ˴Ώ 
þƂ˥ ·ÙũɝEǱΚ\Fȋ͉ 










































 ɥ̖>F£tc΄EĤͼE΍ǛǿE 9EI?;>\¯ƘͼЙинфинитив, 
неопределенная форма глаголаК? ǛǿB;=ɵʹ1\+EǛǿFĭBĤ
Ü`Ŋȝ18)>@EÄ́@Eȼ@EɑęBư1\#ˍƚ\Fϳˍƚ?
ϡã/=\#B;=FªĒ˼-AǛǿ>\Йcf. Грамматика 1980: §1594К
Ì®>FP25EǛǿ΋˥̫΄΋˥5]6]EˆǨB;=˹΃1\ 







Ǜǿ$ô!\Ⱦʝ˥js ©B;=˹΃1\Йcf. ̐ 4.2.̖К 
















͡ 2-32Ц¯ƘͼEȨήЙ -чьК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
берегут берёг беречь 
могут мог мочь 
пекут пёк печь 
текут тёк течь 







 +]ZÌžEĤͼEųňBFȨή-ть / -ти$ÉĠ-]¯Ƙͼ$ǛȄ-]\ 
 Ȩή-тьFcnx¥$Ǚ7:=\΄ǈEǡBÉĠ-]\Ц 
 
͡ 2-33Ц¯ƘͼEȨήЙ -тьК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
читаю читал читать 





͡ 2-34Ц¯ƘͼEȨήЙ -тиК  
非過去形（現在形）	 過去形	 不定詞	 
иду шёл идти 
несу нёс нести 
вынесу вынес вынести 




















                                                
91 _W\ª͒Ͳ΄ƒEđϗ>Ͳ ?+^EǿЙvoice; залогКEjs ©>\ 
92 +E͡FГрамматикаЙ2005КE͵γ`Ĵ̽BÜȄ/7Йcf. 2005: 1384КA"++>FΒ΋`
̙̤Ĩ1\7SBđͼЙǛĤͼКE΍ǛǿB;=FɵʹEƢΓ#Zž/=\ 
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͡ 2-35: ĤͼEô!\Ⱦʝ˥js ©ЦƘǛ?¯ƘͼЙ¯ƘǛК  
文法的カテゴリー	 定形（文法形式）	 不定詞（文法形式）	 












数	 ĭȼЙделаю, делаешь, делает; делал, делала, делалоК
ͥȼЙделаем, делаете, делают; делалиК 
 











 ЗолотоваЙ1982КTǒ˒/=\Y BЙ1982: 249КПешковскийЙ2001КF1930
ǆÊEɑʸ>¯Ƙͼ? ǛǑ`5EǼőB;=ΎEſjs ©
Йзагадочная по своему значению категория глаголаК>\?ͻ/=\Й2001: 141К
£tc΄̫΄΋B"=FĤͼE¯Ƙͼ? ǛǑF5Eɿ͉ǝĞA@B;
=ɣ8ƖĂBFͰ%ɉ#-]=AǛǿ>\?Ͳ!\ 
 ß!GÌ®EY Aß`̽!=QY Ц 
 
(2-80) Я люблю гулять вечером. 
ŽɃȺʇ1\E$Ƈ%>1 
(2-81) Я начал слушать музыку. 
ϸɷ`͂%ƊS7 






%\Й­ß 2-82¯ƘʝȾК? Y B¯Ƙͼ? Ǜǿ$ô!\̫΄΋­







 +EY A¯ƘͼEȜ;̫΄΋˥A×̸É)Eɖɏ-EY ATEF¯
Ƙͼ? ǛǿEˣː˥ΝʯBTªť$\TE?ǯ_]\ШелякинЙ2006КBY
]G¯ƘͼFĤͼʣːȗΓŊͼ`Νʯ?/="[5]#ZĤͼE}eB
̨QίP]7TE>\? ЙШелякин 2006: 17К 










͡ 2-36Ц¯ƘͼEɿ͉ЙЭнциклопедия 1996К  
機能	 例文	 
主語としての統語機能	 Курить — вредно. 
šʽFÙBǷ 
単純動詞述語としての機能	 И царица хохотать , и плечами пожимать. 
ƆˌFǰB̏Đ/=ͅ`1'S7 
不定法文の主要成分	 Открыть ему? 
ǞBȉ`ϟ)=*P/X #Щ 
合成動詞述語の補完的成分として95	 Я начал читать. 
˿FΆə`ƊS7 
補語	 Я прошу Вас говорить громко. 
Ɓ%Aź>"Ϳ/ϻ%7E>1$ 
不一致定語	 Нетерпение доехать до Тифлиса овладело мною. 
~ vB͞'+?$ȅȀ>%A#:7 




合成未来を形成	 Я буду писать. 
ə%˅`/P1 
 
                                                
94 ɥ̆EŰ̑B7[Ĵʾ/=\EF ГрамматикаЙ1980КEŶͤ˃>\ ГрамматикаЙ2005К
>\ 














\Йcf. Золотова 1982: 249К 
 
4.4. 接語的用法と非接語的用法 






подчинительная связьК?ϳȨ΄˥ǣưϡãЙнеприсловная подчинительная связьК
?BđЄ-]͵γ-]\96 
 ++>80ǆȾʝ>*Z]=\ßЙГрамматика 2005: §1720К`˒=+E
Á;E˜A\ϡãB;=˹΃/="+ Ц 
 
(2-84) Я получил эту бандероль распечатанной. 
+EƩħ`ƣ$ϟ)Z]7ˇǿ>ĺ)Ĺ:7 
 
(2-85) Мальчик надел рубашку неглаженной. 
5E˖EƏFtBce£¥`#)APP˰ίa8 
 
(2-86) Больному нужно дать молоко горячим. 
ˠÄBF˄»`ˀ'/=Đ/=*A? 
 
 P2Ȩ΄˥ǣưϡãЙприсловная подчинительная связьК?FȾB")\΄












 ­EßȾB"=Ȩ΄˥ϡãB\EFполучить бандероль, эта бандероль, надеть 
рубашку, дать молоко больному>\ 
 +EϡãF̫ ΄˥×̸BY:=FǜϺ`ĺ)AE>΄ Ͻ`ż!=TЙбандероль 




­EßȾµ>получил эту бандероль распечатанной, нужно дать молоко горячим, 





 ³̾EˆǨFP?S\?Ì®EY BA\8^ Ц 
 
͡ 2-37ЦȨ΄˥ǣưϡã?ϳȨ΄˥ǣưϡã  
	 接語的従属関係	 非接語的従属関係	 
統語的位置の影響	 ĺ)A ĺ)\ 














4.4.2. 接語的用法（присловное употребление） 
P2Ȩ΄˥˒ʝB;=ͩ='+?B1\ 
ȾB")\¯ƘͼEȨ΄˥˒ʝ?FÌ®EY Aųň`ȝ1Йcf. Грамматика 
2005: §2745КЦ 
 









͡ 2-38ЦȨ΄˥˒ʝЙǸŲͤƖɿ͉К  
結合の相手	 例	 
述語	 обязан знатьЙ˴:=\̻ĥ$\Кдолжен ехатьЙĐ#)A)]G)AК 





принялся читатьЙΆəBĹ[##:7К, намеревается уехатьЙĳ\;T[>\К 
начал (кончил, продолжает) работатьЙ÷%ƊS7÷%̧!7÷%̯)=\К 
пустился плясатьЙΣ[ƊS\Кумудрился напутатьЙY[BY:=Ϡχ!\К 






͡ 2-39ЦȨ΄˥˒ʝЙƛÙEǼőК  
結合の相手	 例	 
動詞	 поручить проверитьЙɵɰ`Ï3\Кнаучить читатьЙΆQɃ`ȸ!\Кумолять 
заступиться 
述語	 готов действоватьЙ͞Ĥ1\˒Ǽ$\Кспособен понятьЙˎͰ>%\Кхотеть жить
Йː%7?ǯ Кбояться отстатьЙρ]\E`Ǝ$\К, устать споритьЙΒ΋B˟
















͡ 2-40ЦȨ΄˥˒ʝЙƘ΄˥ǼőК  
結合の相手 例  
動詞 поехать повидатьсяЙÑBĐ#)\К, выйти погулятьЙȺʇBĐ













? ʂʔКсклонность преувеличиватьЙƁ*-BͲ öŋК






4.4.3. 非接語的用法（неприсловное употребление） 
¯ƘͼEȾB")\ϳȨ΄˥˒ʝЙнеприсловное употреблениеК?FÌ®E







 Ì®5]6]ͩ='+?B/Y  
 P2Eγ΄˥ˆǨ`͡1ϳȨ΄˥˒ʝ?FÌ®EY ATE>\Ц 
 
(2-87) Она хохотать. 
ǞƆFǰB̏Đ/7 
(2-88) Мы рыбу ловить, а вы — ягоды собирать. 
ùZFГ`ȡ\#ZŌZF ©`ȱa>'] 
(2-89) Сомневаться значит искать. 
˞ +?F;P[ȧ/ʔS\+?>\ 
(2-90) Некого спросить. 
ƨD\ˬȊ$A 
(2-91) Не к кому обратиться. 
ˬΊˬȊ$A 
(2-92) Тебе идти первому. 
Ō$ɛĔB͞) 
(2-93) Ему бы посоветоваться с врачом. 
ǞFĪ̾B̹:7Ƀ$ 
(2-94) Не шуметь! 
Џ(AИ 
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(2-95) Как с ним не согласиться? 
@ /=ǞBŉǼ/A+?$^ #Щ 
 
 ­͵E·Ù˥Ǽő`͡1EFÌ®EY Aųň>\Ц 
 
(2-96) Сломать дерево — не шалость. 
ɢ`˶'EFƝɊ>FA 
(2-97) Кататься — весело. 
vl©Fɷ/ 
(2-98) Курить — запрещается. 
šʽF˾ʄ-]=P1 
(2-99) Остановиться значит отстать.  
̌9ʄP\+?Fǡ]\+?`Ǽő1\  
(2-100) Закурить есть? 
|r\Щ 
(2-101) Поесть найдется? 
ЈM\˅\#AЩ 
 
 ­͵EƛÙ˥Ǽő`͡1EFʁEY Aß>\Ц 
 
(2-102) Стало быть, это ты ему приносила пить и есть, Нелли? 
ƁɃǞBЉQ˅?ЈM˅`ςa>V:7EFŌ8^ Щ © 
 
 ­͵EƘ΄˥Ǽő`͡1˒ʝFÌ®EY ATE>\Ц 
 
(2-103) Принес книгу почитать. 
ΆRɥ`Ȝ:=%7 
(2-104) Ехать на юг денег нет. 
ĬϐL͞'"ϙ$A 
(2-105) Это – нитки вязать шарф. 
+]F©`̴R7SE̜>1 
(2-106) Найди щетку почистить обувь. 
϶`˺'t`ͩ;)A- 
(2-107) Ругать он ее не ругал. 
EÄ$ǞƆ`Ń:7#?Ͳ!GŃZA#:7 
(2-108) Послушать послушаем с удовольствием. 
͂'EFşa>͂%P/X  





















=\? +?$/G/Gȝȱ-]\ЙРассудова 1982: 91, 128К+]F¯Ƙͼ
$ϳτĳɑę\Fϳ˫΅ʝ>˒Z]\? +?$5 /7ЄÖǱ`ː
QĐ1ͧť?A:=\#Z>^ 99 





















                                                
98 +EϳȨ΄˥˒ʝE¯ƘͼE͡1?EǼőFžŪÄŋ)Eȸ̀əA@>Fƒ̼ϼ˪?/
=FλǃȎ_]A+]F++>γM7+EÁ;EǼő$ɶS=ϤZ]7Ⱦ͊>/#ˍ]=+











4.5.2.1. ĭªEĤÜ  
 P2Ɩ½ÙBY:=͡-]\EFĭªEĤÜЙединичное действиеК>\
ЙРассудова 1982: 96-98К 
 
(2-110) В этом семестре аспиранты должны сдать [PFV-INF] два экзамена. 
ÅƒɡFϥːFÁ;EͽАBλZA?)P3a 
 
 +]F­>ͩ7ÙEéĖ˥ǼőE 9ĆÙ˥ÀƚEǼőЙcf. ̐ 2.5.3.2.̖К
$ˍ_]=\?̽!Z]\ 
4.5.2.2. ĸǥĤÜ  
 ʁBƖ½Ù$ĸǥĤÜ`͡1ϩBT˒Z]\+?$\+]FþB˹΃/
7Ɩ½ÙEéĖ˥ǼőE 9ß˼˥ǼőЙнаглядно-примерное значениеК?ª
țĨEǼőЙсуммарное значениеКB7\TE>\Йcf. ̐ 2.5.3.2.̖К 
 ß˼˥ǼőEƖ½ÙFÌ®EY Aß>ͩ\+?$>%\Ц 
 
(2-111) Если вы хотите говорить по-русски, вы всегда можете прийти [PFV-INF] ко 










4.5.2.3. ÀĜE¾ŐЙΑŐКİǺEǮ  
 +]FŎƘή`Ó:7ųňBˆɝE˒ʝ>Ɩ½Ù`˒=ÀĜE¾ŐЙ\
FΑŐЧпредостережениеКVİǺEǮЙопасениеК`͡1ųň$\ 
 ¾ŐVΑŐ`͡1Ɩ½ÙFÌ®EY Aß>˹΃1\+?$>%\100Ц 
 
(2-113) Очень прошу не уронить [PFV-INF]. 
'](]T͗?-A>®-D 
(2-114) Он старался ничем не выдать [PFV-INF] своего волнения. 
                                                




ǞF͍ZEĤȰ`@ V:=T͡BĐ-AY BĢS=7 
(2-115) Не вздумай обмануть [PFV-INF]! 
̭Ƣ8P/7[1\AYИ 
 
 İǺEǮ`͡1Ɩ½Ù?/=FÌ®EY Aß$\Ц 
 
(2-116) Боюсь опоздать [PFV-INF] к началу. 
ϟƊBρ]V/A# 




4.5.3.1. τ̄EǼő  
 P2¯Ɩ½ÙBY:=͡-]\EFτ̄EǼő>\ЙРассудова 1982: 98К
Ǚ΀ĤÜBǣÀ1\+?`˼1ϩB˒Z]\Ì®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-118) Хочу вечером решать [IPFV-INF] кроссворд. 
ÅɒFn£v¤©`V[7A 
(2-119) В воскресенье нам надо упаковывать [IPFV-INF] вещи. 
ɆɗɆBF͖˅`l¥o/A? 
(2-120) Завтра мне надо писать [IPFV-INF] рецензию. 
ɉɆFəͻ`ə#A?)Aa8 
(2-121) Вечером мы собираемся играть [IPFV-INF] в шахматы. 
ÅɒF~gv`1\;T[8 
 
 ++>F¯Ɩ½ÙEĆÙ˥τ̄EǼőЙcf. ̐ 2.5.3.3.̖К$ˍ]=\ 
4.5.3.2. ĭªEĤÜ  
 ʁB¯Ɩ½ÙBY:=ĭªEĤÜ`͡1+?T>%\¯Ɩ½Ù$˒Z]\ų
ňBFǙ΀ĤÜLE˰ȊЙприступ к действиюКEǼő`͡1Йcf. Рассудова 1982: 
99-102КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-122) Надо ложиться [IPFV-INF], уже 9 часов. 
-ƠA?T ¹ɑ8 
(2-123) До начала спектакля осталось 40 минут, мы должны выходить [IPFV-INF]. 
͑ł$ƊP\P>? 40đ8Đ#)A? 




(2-125) Надо что-нибудь предпринимать [IPFV-INF]! 
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Ú#BĹ[ȥ#ZA?И 
(2-126) Больному стало хуже, надо вызывать [IPFV-INF] врача! 
ˠÄEƝǿ$Ƿ'A:7Ī̾`ŒGA'=FИ 
(2-127) Мы уже опаздываем, хочешь — не хочешь, надо брать [IPFV-INF] такси. 
T ρ]=\#Z5 /7#^ $/7'A#^ $|nt©`;#
P!A%U 
 






 P7̂ĤĤͼ?ąB¯Ƙͼ$˒Z]\ĤÜ`/Y ? ǼŨ`Ȝ:7̂
Ĥ`͡1+?$>%\5Eųň5EĤÜ`͡1¯ƘͼEÙF·B¯Ɩ½Ù$ϋ
Ȕ-]\ʁEY Aß`ĴʾЙРассудова 1982: 106К102Ц 
 





½Ͱ/=\ĤÜ`¯Ƙͼ>͡1ųň¯Ɩ½Ù$ˍ]\ЙРассудова 1982: 103КЦ 
 
(2-129) — Пожалуйста, непечатай [PFV-IMP-SG] мне пару страниц. 
Ú©u#įĚ/=9X 8 
— Хорошо. Что печатать [IMPF-INF]? 
YÚ`įĚ1]GEЩ 
 





=AЙcf. Рассудова 1982: 102К 
102 +]?FĖB˪˥EǼő`͡1ųňBFƖ½ÙT¯Ɩ½ÙT˒ \ЙРассудова 1982: 
107-110КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
 Он приехал сюда изучать [IPFV-INF] экономику края. 
ǞF+EŭůE̩ʫ`˵̈1\7SB++BV:=%7 







 ++P>ͩ=%7Y AĭªEĤÜ`¯Ɩ½Ù>͡1? p©v>EÙEé
Ė˥ǼőFλǃǙ΀ĤÜ$:7#A#:7#`ŝЂ?1\ųňB˒Z]\
ª͒˥ÀƚEǼőЙcf. ̐ 2.5.3.3.̖К>\?λǃͰϕ-]\ 
4.5.3.3. ĸǥĤÜ  
 ¯Ɩ½ÙBY:=ĸǥ1\ĤÜ`͡1+?$>%\ß!GÌ®EY Aß`Ĵʾ
ЙРассудова 1982: 110КЦ 
 
(2-130) На этой станции поезд должен останавливаться [IPFV-INF]. 
+EЍ>FēΦ$ðP\F2>1 
(2-131) Я прошу вас приносить [IPFV-INF] учебник на семинар. 
yBFȸ̀ə`Ȝ:=%=®- 
(2-132) Во время перерыва необходимо проветривать [IPFV-INF] помещение. 
ÐȃEϩBFϐƮBІ`ā]A?)P3a 
(2-133) Вы должны брать [IPFV-INF] газеты вечером. 
ɒBFɂ́`Ȝ:=+A?)P3a 
 
 ǡEÁßЙ2-132, 2-133КBͩZ]\Y Bнадо, нужно, необходимо, должен, обязан
A@E΄?̪ň1\ųňƖ½Ù?¯Ɩ½ÙEƢ̌BY:=͡-]\Ǽő˥Ƣ̌F
ĭªEĤÜ#ſŤǱ`ɝ1\ĤÜ#? Ƣ̌>\ЙРассудова 1982: 111К 
 
4.5.3.4. ˾ʄ¯Ǫͧ  









¯Ɩ½Ù$˒Z]\?ȝȱ/=\ЙForsyth 1970: 248КÌ®EY Aß`ĴʾЦ 
 
(2-134) Не могу рассказывать [IPFV-INF] это: мне не велели. 
+E+?FͿ3Aa8Ϳ1A?Ͳ_]=\a8Y 
 
 þBͩ7Ɩ½ÙEȜ;İǺEǮEǼőEųňЙcf. ̐ 4.5.2.3.̖К?ŉɺB
+EßTœËʝEÙE˒ʝBЄÖǱ`ͩ\+?$>%\+]B;=Fʁ̖`Ĵ
ʾ-]7 
 ¯ǪͧЙненужность, необязательность, отрицание необходимостиКEc¥v
`Ò!\ųňBT¯Ɩ½Ù$˒Z]\Ì®Eß`ĴʾЙРассудова 1982: 122КЦ 
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(2-135) Он не должен оправдываться [IPFV-INF] перед нами. 
ǞF˿79EĜ>ǐɉ1\ǪͧFʻ 
 




4.5.4.1. ¯Ł͉EǼő?Ɩ½Ù˾ʄEǼő?¯Ɩ½Ù  








































ϺY[TſŤǱEǼő$úþ-]\p©v`ȝȱ/=\ЙРассудова 1982: 125КЦ 
 







4.5.4.3. ¯ƘʝȾ  
 Ĝ̖>ͩ7c¥vFÈE̫΄˥ˏŵB"=Tͩ\+?$>%\5E 9
EI?;$¯ƘʝȾB")\˒ʝ>\ 
 ß!G Рассудова>F®EY AßȾEƢʾ$ͽQZ]=\Й1982: 124КЦ 
 
(1-15) Вам не пройти [IPFV-INF] эту дистанцию. ĊȪ 








 ªɃ>¯ƘʝȾ? ɹȾ5]͍Ù$͡1Ǽő`@ ?Z!\#Bǭ0=}
 dEǼő`@E̤ͧBǂ1\+?$>%\#Fż_:='\?T̽!Z]\103 
4.5.4.4. œËʝ  
 ¯Ɩ½ÙBü=$_]=\˾ʄEǼőB;=FœËʝB")\ÙE˒ʝ
BTªΖǱ$ͩĐ-]=\ß!GʁEY Aß`ĴʾЙРассудова 1982: 139КЦ 
 
(2-138) Пропустите [PFV-IMP] этого человека. 
+EÄ`λ/=*=®- 
(2-139) Не пропускайте [IPFV-IMP] этого человека. 
                                                
103 ɹȾ5]͍ÙBÚZ#EǼő`ͩ8/ƘǑĨ1\? ˎ΋˥AɃŋǱFGoldbergЙ1995КA

































͡ 2-42Ц¯ƘͼEÙE͡1Ǽő  



















 ͡-]\Ǽő`űʰB/=P?S˫1?®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-43Ц¯ƘͼEÙEjs ©BY:=͡-]\Ǽő¨c¥v  









警告、危惧の念	 Ɩ½Ù ß˼˥Ǽő 
過程の意味	 ¯Ɩ½Ù ĆÙ˥τ̄EǼő 





Є1\? ͽQ`͞A  
 ǣɨEþ͞˵̈B"=Fɉ˼˥B>FATEEǼő¨̫΄ɹνBY\ÙE
ϋȔB;=E͵γ$A-]=\ß!G­BγM7Y A¯Ł͉EǼőEų






























͡ 2-45ЦǼő¨̫΄ɹνE 4 |e  
タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 
   M – Inf 
   [M – (Neg – Inf)] 
	   [(Neg – M) – Inf] 





















                                                
105 \F®EY A͵γTŁ͉>^ țǔE˒ʝB;=F®Eʠ`ĴʾЦ 
 
{Neg – [M – (Neg – Inf)]} 
 








(2-142) Только через демократию можно сполна включить человеческий фактор в 






̅?×̸É)\+?$>%\8^ ʁEY AȾ$đЄ-]\Ц 
 
(2-143) Нейтринные «морщины» могли служить центрами гравитационной 
конденсации и вместе с тем не оставить «рубцов» на сохранившемся до наших 





(2-144) Казалось бы, ничтожное количество, и можно было бы не обращать на них 








(2-145) Я не могу назвать требования закона «пустой фразой».  [UC] 
5Eʝͪ`̉͜A¢©w?ŒK+?F>%A 
 
 +EɹνBFγ΄ нельзя`ŏRȾTŏP]\108Ц 
 
(2-146) Ни одному больному нельзя отказать в лечении, каким бы ни был уровень его 






                                                
108 ª͒Bγ΄ можноEŎƘǛF нельзя>\?-]="[ŎƘή не? можноE̪ň>¯Ł͉





(2-147) Согласитесь, вряд ли можно считать это разорительной платой.  [UC] 
+]`˷ˑ/5 AN@Eȿϙ?QA1+?FĐɨ5 TA>1YD 
 
(2-148) Во-первых, вряд ли можно преувеличить роль ЦРУ, других разведок, а также 
западной пропаганды в разжигании конфликта между Ираном и Ираком и вклад 
торговцев оружием, да и некоторых правительств из полутора десятков стран в 











(2-149) Между тем признание этого человека не могло не внушать уважения: никто 




(2-150) Нельзя не учитывать того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой форме 
обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской идеи 



















͡ 2-46Ц΋ˎ˥BŁ͉AǼő¨̫΄ɹν  
	 タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 要素の結合＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
 M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
 [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
	 [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 

 [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 





















ˇʜEǱΚB5]6]Ƣǭ1\+?`˹΃/7Йcf. ̐ 1.4.̖К 
 
 ̐Á̖>Fcvn?£tc΄EÙEjs ©B;=˹΃/7 







































 ɥ̆>Ĺ[Ȏ γ΄$͡1Ł͉ǱEǼőF®͡EY BA\Ц 
 
͡ 2-47ЦŁ͉ǱEǼő?5]6]EǼő`͡1γ΄  
可能性（大分類）	 可能性（下位分類）	 述語	 
Ĉ˥Ł͉Ǳ þƂ˥Ł͉Ǳ способен, в силах, в состоянии, мочь 
ǡƂ˥Ł͉Ǳ уметь, мочь 
ž˥Ł͉Ǳ ̻ĥ˥Ł͉Ǳ можно, нельзя, мочь 




























͡ 2-48ЦǼő¨̫΄ɹν?Ł͉ǱEǼő  
	 タイプ	 意味・統語構造	 対応する可能性の意味	 
肯定構造	    (M – Inf) Ł͉Ǳ 
   [M – (Neg – Inf)] Ł͉ǱEż̅ 
否定構造	 	   [(Neg – M) – Inf] ¯Ł͉Ǳ 

   [(Neg – M) – (Neg – Inf)] ¯ŁόǱ 
 
 5]6]BŁ͉ǱE̅ЄB®×đЄЙĈ˥Ł͉Ǳ?ž˥Ł͉ǱК$ǻƘ/Ǥ\7











































 )M9£6¯8¨Ǳ6A3DL 32L,Nˢ 
 
 İƧ8ȁ¼P˃DJML 3 
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 c|i3ɣʂP48I5ſē2ȁL6/19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ǻɉ2ȁLˁ69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4 ec|i3wmc|i8ʦ6ʹ$19˜ ɠ¬˝ 2005 P˞üǴ"M+˝ 2005: 
23 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Огонек8c|i29 39871¼3ȼǄʙ"ML 3Jöȴ5Ɲǫ29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c|i˝Национальный корпус русского языка˞112L˝¯vgv
c|i3Ȇ& ˞ 
 British National Corpus˝BNC˞8ɫǑPȏƓ$1ʷȊ"M+wmc|i2
ǽĠ61Ee8ĪŨc|i8ǔɒ8ʛíɫǑ8Ɛŧȭɢ5OM1
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)8ǎȯ69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Ǌȷgir8n2L Яндекс12¢Ŵȍ6ʹO.1KɫǑ3ɯǱ
J9gSʂPŉʊ3&Lc|i29ǽƶǱ2ƹı8E83Ɍ1Ŗ$Ƣ5





8¬6ȽʂʇŽħc|i˝синтаксический корпус; 757,794ʂ ˞ƭɎɶ§c
|i˝газетный корпус; 173,521,766ʂ ˞|c|i˝параллельный корпус; 
15,842,627ʂ ˞ĻɊɍc|i˝обучающий корпус; 664,751ʂ ˞Ʈɳc|i
˝диалектный корпус; 194,283ʂ ˞ˍƩc|i˝ поэтический корпус; 9,202,362ʂ ˞
Ąˑɤǽc|i˝устный корпус; 10,361,479ʂ ˞ʂ8S_kt6ʹ&Lc
|i˝ акцентологический корпус; 12,681,912 ʂ ˞osTSc|i
˝мультимедийный корпус; 3,314,535ʂ ˞ǚĈƩƸc|i˝ исторический корпус ˞
8ċȤ8c|iPäȁ&L 3ćɒ2L 
 A+ǸȬ&>9ö5LƩĹàǊȷ,25mŽħPäȁ$+ǊȷEć
























 Õʷáş9 2003ş2K) J 10şʑJ'3!Șƶʸ2gSʂ
Pŉʊ3&Lc|i8¢ŴȍĺĠ35.+3ɳL 8c|iPäȁ$+șȨ
8ƃǄEư6/Ȋɤ"M1L15 




 29¬6AOT8c|igir˝ɶ	˞3Максим Мошков 8U
˝Lib.ru ˞8ˇĸr^it˝č
˞3PƔ+ƾȦ29ƚȁ$15
+D  29Ȱö6)8źǇPɪL6ȅDL 
 AOT 8c|igir176/1 M9gSʂ6ŉ&Lr^itÜǾ8
hX_t8ǿ3$1gSʂ8ǊȷgirEȁſ"M1Kɕȃ6äȁć
ɒ,.+ǽĠ9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 -J
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 Максим Мошков 8U˝Lib.ru˞199ąØºĖJǽ®ºł6I
                                                
13  8ſēʇȍŽħ8Ħț35.1LʗƸ9[hXd8ʗƸ˝ СО ˞Wgc8ʗƸ˝ СУ ˞
S\sĚŗƾ8ʗƸ˝СРЯЕ ˞čõŗƾ˝ССРЛЯ ˞Шведова˝Наталия Юльевна; 1916-2009˞
P¢Ŵ6ɃɅ"M1LgSʂſēʇʗØ˝РСС ˞Бабенко˝Людмила Григорьевна; 1946-˞6
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15 ¼: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˞Труды˝2004˞54PüǴ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20   2ɢ5.+íœ39^ƩĹǺɕ8ɋĹǣ6I.1ɋĹ"M1Lǹƀ2ʮŘ"M
1L[hv8r^it6ŉ$1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&+D6ɤ6Ȝ$+ȆĊPɰƑŦ6ÓM1˝¼ˢ [UC], [RNC], [Ogonek]˞­&L
 36&Lˢ 
 



























 &5O-ʚʂ мочь, уметь, можно, нельзя, возможно, невозможно, способен, в 
 133 




ɤ 3-3ˢǊȷ6LƩĹà˝ʚʂ˞  
述語 検索にかける文字列	 
мочь могу, можешь, может, можем, можете, могут; 
мог, могла, могло, могли 
уметь уметь; умею, умеешь, умеет, умеем, умеете, умеют; 





способен способен, способна, способно, способны 
в состоянии в состоянии 










 в состоянииý<в силах6/19 M9)Mɕ·Ďɻ8ƫǇ˝ éɇǇ˞
3éɇɻ3ȼČ˝сочетание слов˞,éɇɻ вıƩĹ8ĨČ3ŎƩĹ8ĨČ
8¨ʟK8|mPǊȷ61L 





















Lūðɻ˝причастие ˣūÞɻ3E˞8ʈūƀ˝умеющий, умеющая, умеющее, 






   29ʚʂ3$1ǔɒ$1L§¼PÎÒȍ6e3$1ā˃&L3
ſĞ8ɤ6Ȝ$+ƩĹàPđQ2LE8Pe3$1ā˃$+27&
                                                                                                                                                       
n состоянии2Ǌȷ$+ĨČ8e8¼ˢ 



















l Сейчас времена головокружительно изменились, а в зал перелетают либо все давно 
знакомые слова, либо не умеющие взволновать [PFV-INF] сегодняшнего начитавшегося и 





l — Знаете ль вы край, где лимоны цветут? — спросил я у капитана, как всегда, не зная 
меры и не умея вовремя остановиться [PFV-INF].  [UC] 
ĕ1LġƮP!ĺȗ2&ˤ/E8I6ȟ9ÞPOA1J
'A+ƊIɕÞPȅDL 32'6Ŋʔ6 Ō7+ 
 













5J5ƾȮ29 8Tm6/1Țʁ&L 36&L 



















Ȫ 3.4.2.8Ǥ 79PüǴ 
28 ʵʂŐū˝способный, способная, способное, способные, способного, способному, способным, 
способном, способной, способную, способных, способными8ʈūƀ˞2ȁJM1LĨČ2E
ľɻP²¼9ɪ/L 32L˝¼ˣƫĹ·8ʬÞũɾƩĹà˞ˢ  
 
Народу было густо, сбежался едва не весь поселок, но не нашлось, похоже, пока никого, кто сумел бы 
































может 3ƩĹà˝ ªȡöƧū8ʚʂ295 ˞ƖÓʂ3$1ȁJM1
LĨČ2L M9İ8ĨČ может быть˝L9 быть можетL9
A+ может öǺ2E˞548ūţPĂK;H.3&L3İÞ3.+ſēP
ɤ&˝cf. ȫ¨Ȫȫ 3.3.2.2.Ȯ˞ˢ  
 
(3-1) А, может быть, суд будет более независим, если увеличить число народных 




(3-2) Может, я и не прав, но, например, в большой литературе мы видим настоящих 










à2L M9ūŃɻ умелый 8ȘʂŐ¢źū3čǏ8ūƀ2KƩ¢2êɻ
3$1ǔɒ$1LĨČLˢ 
 
(3-3) Конечно, профессионалы умело и хладнокровно, обороняют подступы к 




  8aiEƾȦ8ŉʊ29582smJʽį&L 
3.2.2.3. можно / нельзя 
 можноý<)8Đľū2L нельзя8e6ɪJMLŉʊį8ai9как 
можно [нельзя]˟ǜʕȵ˝ 2L,˥ M¯ǲJ˦˞2ƃĆ35.1
Lai2L MJ8aiEÞǂ8ŉʊJʽį&L×·¼9¯PüǴˢ 
 




(3-5) Воистину мудра и полностью современна формула великого мексиканца Бенито 
Хуареса: "Уважение права других—это мир". Высказанная более ста лет назад, 







 ƖÓʂ3$1ǔɒ$1Lai2K MEʽį&Lˢ 
 
(3-6) Рассудим здраво: возможно, колбасу, масло или, скажем, сгущенку сюда 
придется завозить.  [UC] 
A3E6Ɍ1BA$HŻJlkh{mL9¼:c


























 5 MJ8e8ÞŘ9¯83K35.1Lˢ 
 











мочь 50 2398 111 2559 
уметь 25 162 24 211 
можно 40 1393 41 1474 
нельзя 9 345 45 399 
возможно 148 18 0 166 
невозможно 24 114 6 144 
способен 0 89 18 107 
в состоянии 12 32 0 44 
в силах 0 20 1 21 
Čɴ 308 4571 246 5125 
 
 ǖȮ2ɪLľɻ6ʹ&LTm6L 32L89ɶS








 ǖ6ɢ5ºǋ3$19  A22e3$1űJM+ľɻP)8ðɻ
8mU˝L9ʂŪȍſē3EɳƟJML,N˞6ŷ%1Þ˕&L 
32L 












¯2 MJ8Þ˕ºǋ6/1ɿ$ɪ1 36$I 
3.3.2. 体のペアを持つ動詞 








ɤ 3-5ˢ·8SPƒ/ðɻ  
述語 ペアを持つ動詞	 合計	 
完了体	 不完了体	 
мочь 1293 369 1662 
уметь 30 84 114 
можно 868 287 1155 
нельзя 160 128 288 
возможно 14 3 17 
невозможно 92 7 99 
способен 40 34 74 
в состоянии 23 6 29 
в силах 15 1 16 





















 ¯2ɶ8)M*M6/1ɪ1  
3.3.3.1. быть 
 быть9«ěā˃$+e29Ô 362¼Pű+ 




(3-8) Возражений быть не могло, обязанность Игоря Проухова, общепризнанного 





(3-9) Они сулят немало увлекательного, но уверенным можно быть лишь в одном 















A'Ľ¥·ö·ðɻ9Ô·29 415¼űJM˒ šƧ8˛E83$1жить 
(43), использовать (38), иметь (21), ожидать (21), знать (17), работать (17), существовать 
(17), сидеть (12), терпеть (12), управлять (12), надеяться (11), ждать (10), наблюдать (9), 
судить (9), держать (7), разговаривать (7), утверждать (7), рассматривать (5), 
использоваться (6), конкурировать (6), сомневаться (6), вести себя29 (5), находиться (5), 
петь (5), действовать (4), лежать (4), означать (4), помнить (4), следить (4), стоять (4), 
трудиться (4), писать (4), воевать (3), молчать (3), мыслить (3), наблюдаться (3), плакать 
(3), сосуществовать (3), рассчитывать (3), бороться (2), бояться (2), взаимодействовать 
(2), гордиться (2), держаться (2), мечтать (2), ненавидеть (2), обитать (2), опасаться (2), 
пахнуть (2), подозревать (2), полагать (2), противостоять (2), содержать (2), спать (2), 
танцевать (2), уважать (2), участвовать (2), учиться (2) 54ɪJM+˝ƑŦÙ8ƧĹ
9˒šƧˣƾȪÙ¯čǏ ˞ 
 ǖ6Ľ¥·8ö·ðɻPȚʁ$1 36$IÔ·29 93¼Țʁ"M+ 
 ˒šƧ8˛E8Jпригодиться (9), поделать (5), пойти (5), понадобиться (4), 
способствовать (4), предвидеть (4), подождать (3), поехать (3), нарадоваться (2), 
обжаловать (2), поговорить (2), погулять (2), поработать (2), походить (2), сгодиться (2), 
состояться (2), залюбоваться (2), постоять (1), схлопотать (1), вымолвить (1), выплакать 
(1), доковылять (1), домчаться (1), захрапеть (1), заштормить (1), накуролесить (1), 
наплевать (1), переорать (1), перетерпеть (1), побежать (1), поболтать (1), побывать (1), 
погнаться (1), поиграть (1), покликать (1), полежать (1), помотать (1), понаблюдать (1), 
попеть (1), порадоваться (1), поругать (1), посмеяться (1), постучать (1), потеснить (1), 
потрепать (1), поучиться (1), почитать (1), пошатнуть (1), просуществовать (1), рухнуть 
(1), сбрехать (1), спроворить (1), статься (1), уцелеть (1)54L 
 
3.3.3.3. ö·ðɻ6Ǯ%Lðɻ  
 2ɪ+ö·ðɻ8¬6Eö·ðɻ6Ǯ%L3ɪ5$+ðɻɈL 
   2ĂKL89ˠ˞Ȣððɻ˝ľðɻľðɻ˞30ý<ˡ˞ðɻ8ɦ
                                                
29 êɻP².1˝ 8I6˞ɢð&LƕLɘ3ƃĆȍ5ɤǽ582ʂ8ðɻ3$1
ƈ.+ 
30 Ȣððɻ˝глаголы движения ˞39ľðɻ3ľðɻJ5L 14Ⱥȣš8Ľ¥·ð
ɻPƓ&5șȨɍ6IK/8SPȢððɻ3ʁDL9Ȉ5L¼:Forsyth˝ 1970˞
29 13ȺȢððɻ2L3"M1L˝cf. Forsyth 1970: 319 ˞Энциклопедия˝1996˞29¯









 Ȣððɻ8e9Ô 67¼ɪJMľðɻ˝43¼ ˞ľðɻ˝24¼ ˞)M*
M¯8E8űJM+ˢ 
 
ɤ 3-6ˢ×·¼ˢȢððɻ˝Ô 67 ¼˞  
定動詞 
（全 43 例） 
вести (15), идти (15), бежать (3), лететь (3), ехать(2), нести (2), плыть (1), 
гнаться (1), тащить (1) 
不定動詞 
（全 24 例） 
ходить (11), носить (4), летать (3), водить (1), возить (1), кататься (1), 
плавать (1), ползать (1), гонять (1) 
 
 ðɻ8ɦðū3âƬ2Le9Ô 24¼űJM+ 
 ×·ȍ69рассматриваться (4), считаться (3), включаться (2), изучаться (2), 
решаться (2), вызываться (1), использоваться (1), исследоваться (1), образовываться (1), 
применяться (1), приобретаться (1), проводиться (1), производиться (1), регулироваться 
(1), черпаться (1), читаться (1)54L 
 
3.3.3.4. ¡·ðɻ  
 ¡·ðɻ9Ľ¥·8ūƀEĽ¥·8ūƀEč582F9Kūƀȍŉȩ6/
19ɌƂ&Lŵɩ5ðɻ6Þ˕"ML 
 e¢Čɴ 100 ¼Țʁ"M+˒šƧ8˛E89использовать (38), 
организовать (6), воздействовать (5), гарантировать (5), реализовать (4), игнорировать 
(3), миновать (3), образоваться (3), ориентироваться (3), анализировать (2), дозировать 
(2), образовать (2), родиться (2) 542L 
 
3.3.4. その他のケース 
   2Țʁ&L89ˠ˞čɀȈɉ8ai3ˡ˞ʗƸ6āʴ"M15ðɻ
2L 
                                                                                                                                                       
参考：移動動詞一覧（Энциклопедия 1996） 
 定動詞	 不定動詞	  定動詞	 不定動詞	 
1 идти ходить 8 нести носить 
2 бежать бегать 9 вести водить 
3 ехать ездить 10 везти возить 
4 лететь летать 11 ползти ползать 
5 плыть плавать 12 лезть лазить 
6 тащить таскать 13 брести бродить 
7 катить катать 14 гнать гонять 
 
 șȨȝˈĔʗØ˝1988˞29ɶ8¬6гнаться-гоняться, катиться-кататьсяEȢððɻ3ʁD1
K M9 Исаченко˝1960˞6LÞ˕3Ǎ7ɖ$1L˝cf. Исаченко 1960: 312-313 ˞ƾȦ
29 MJ8Þ˕6Ű.1ÜǾ$1L 
31 ðɻ8ɦðū˝страдательная форма глагола ˞39¬ðɻ8Ľ¥·6ƜʗсяP­í$1
ūƃ"M+Ľ¥·ðɻPƓ&gSʂ6Lăðƀ8ɤǽPƏūţ8/2L 
 143 
 )M*M6/1×·ȍ6ɪ1 36$I 
3.3.4.1. čɀȈɉ8ðɻ  
 A'čɀȈɉ8ai6/1Țʁ$I 
 čɀȈɉ9ıÞ1¨/6Þ˕&L 32L,N 
 ;3/9čɀȈˌȈɉ˝ омограф, графические омонимы ˞2L M9замо́к
˝ʳé ˞3за́мок˝ģ ˞8¼ƔJML 8¡ɍ9ɀK9č2Lˌ
ĭ˝ˌˍ˞ȍ69Ȉ5.1L 32ſē8ôãƃ"M1L 
 E;3/9čɀčˌȈɉ˝омонимы ˞2L M9брак˝ķĵʹÁ ˞








ɤ 2-7ˢðɻ8čɀȈˌȈɉ8¼  





































сбега́ть ˝Ľ¥·˞ SK 
˝ŉŷ8Ľ¥·ˢсбежать˞ 
˙KL 






ɤ¢8 засыпатьF разрезатьɾũ&L˞Eŏ5J'ɪJML 
 «ěűJM+e¢6 $+čɀȈˌȈɉ8ðɻ.+ĨČ)8ƩĹ
à,294-J8·8ūƀ2ȁJM1LâƬ25+DŉʊJʽ




ɤ 2-8ˢðɻ8čɀčˌȈɉ8¼  



























походить Ľ¥· ö·ðɻ Lƶʸ˥$:J˦ǙěL 



































 «ě8eJ9 походитьűJM+˝ɶ8¨¼ ˞ MJ9ƩɓJÿ
Ʈ3EĽ¥·ðɻ2L3âƬ$)8I6ƈ.+ 
 
(3-10) Там же, в кадрах, в случае благоприятного отношения дают листок для 
переговоров: можно походить по организациям, посмотреть, выбрать то, что 





(3-11) Можно походить по краям заросших оврагов, по вытянутым лентами вдоль 




3.3.4.2. )8¬ˢʗƸƼāʖ8ðɻ  








 ƾȦ2ɢ5Þǂ6ŵɩ5sm9ćɒź8nrT8ſēPɤ&ʚʂ˝ мочь, 


























                                                











 ˡ˱ÐɚDţƲDˤ̖ͣcf. ʐ¦ʋʐ 4.2.ʖͤ 
 ĥʽƧDƯİDǮɹď>4D÷͖ͣcf. ĩʋʐ 4.3.ʖͤ 
 zcDƯİ_ĮQ˱>ʦĨ0[¬š˫D˱ƒɪƯİDʶŨ 









































?A:<ɹ˰.<&ÕŢªO1ʐ 1.3.ʖ= мочь ÁŌD̖˱A:<ɹ˰.
ʪ&ʐ 1.4.ʖ=̖˱ мочьA:<˚[*D мочьA:<E4\5\DƯİ¤





































уметь 162 (3.55%) 
способен 89 (1.95%) 
в состоянии 32 (0.7%) 
в силах 19 (0.42%) 
ĨˢͣñɪĥʽƧͤ 302 (6.62%) 
мочь 2395 (52.46%) 
 
ŌɪĥʽƧ 
можно 1391 (30.47%) 
нельзя 345 (7.56%) 
возможно 18 (0.39%) 
невозможно 114 (2.50%) 













1.2.3.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  

















уметь 114 2 44 2 162 
способен 74 0 10 5 89 
в состоянии 29 0 3 0 32 
в силах 16 1 1 1 19 
ĨˢͣñɪĥʽƧͤ 233 3 58 8 302 
мочь 1662 355 346 32 2395 
 
ŌɪĥʽƧ 
можно 1155 3 182 51 1391 
нельзя 288 1 49 7 345 
возможно 17 0 1 0 18 
невозможно 99 0 13 2 114 












ñ˧ĖÍČ˫Dñ˧@?Eɻ.<@*\YA:<EÁ«ͣ cf. ʐ 1.2.3.3.ʖͤ
=ɹ˰0[ 
1.2.3.2. b_ǆ:Č˫>4DÍDü  





˓ 4-3ͫb_ǆ:Č˫>4DÍDü  




уметь 30 (26.32%) 84 (73.68%) 114 
способен 40 (54.05%) 34 (45.95%) 74 
в состоянии 23 (79.31%) 6 (20.69%) 29 
в силах 15 (93.75%) 1 (6.25%) 16 
合計（内的可能性）	 108 (46.35%) 125 (53.65%) 233 
мочь 1293 (77.80%) 369 (22.20%) 1662 
 
外的可能性	 
можно 868 (75.15%) 287 (24.85%) 1155 
нельзя 160 (55.56%) 128 (44.44%) 288 
возможно 14 (82.35%) 3 (17.65%) 17 
 151 
невозможно 92 (92.93%) 7 (7.07%) 99 
合計（外的可能性）	 1134 (72.74%) 425 (27.26%) 1559 
総数	 2535 (73.39%) 919 (26.60%) 3454 
 




1.2.3.3. ÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫  
 ȚAÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫ͣбыть# 362ÑĖÍČ˫ğH4\Aɀ
/[Č˫# 649Ñ¯ ÍČ˫# 100Ñ Dͤ̖ ˱+>D÷Ž_ɹ˰.<!*ͣ ì 1111
Ñ¥yʫǡD 24.34%ͬcf. ʐ 1.2.3.1.ʖD˓ 4-2 ͤéD˓>ĩȓA̖˱ мочь A
:<Eü̙ǢɖǓɻ.<[ͫ 
 
˓ 4-4ͫÍDƓƲɪũʊ#ʶƴ,\@Č˫  
述語 быть 単体動詞	 単体扱い	 両体	 
	 
合計	 




被動	 完	 不完	 
уметь 0 2 1 32 0 5 0 0 6 2 48 
способен 0 0 1 6 1 2 0 0 0 5 15 
в состоянии 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 3 
в силах 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 3 
合計	 
（内的可能性） 
0 3 2 42 1 7 0 0 6 8 69 
мочь 135 220 58 213 23 9 24 2 17 32 733 
можно 0 3 22 121 15 8 0 0 16 51 236 
нельзя 0 1 7 29 3 0 0 1 9 7 57 
возможно 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
невозможно 0 0 2 10 1 0 0 0 0 2 15 
合計	 
（外的可能性）	 
0 4 32 160 19 8 0 1 25 60 309 
総数	 135 227 92 415 43 24 24 3 48 100 1111 




被動 完 不完 両体	 
 
合計 
быть 単体動詞	 単体扱い	 
 
 ª˓°&:"˖̋_.<!& 
 O1бытьA:<быть1ͣ 135 ÑͤEśĿDƯİ_˓0Č˫ɪȘʽ_Ȅ
6.<[SD_быть2ͣ 227 ÑͤE̝̒>.<DȘʽ_Ȅ6.<[SD_





Ǉ.<[ͣcf. ʐ©ʋʐ 3.3.3.3.ʖ ͤ 
 @!ª˓"Y÷"[̚ZбытьE¼ĺD¥y=E4Dŏ̫÷ͣ362Ñ°
355Ñͭ!X4 98%ͤ#̖˱ мочь>îAɚY\<[ 
 
1.2.4. 意味・統語構造に応じた分類 
1.2.4.1. Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6÷͖ͫìÍɪ@¥yD÷Ž  
 Á«=E¼ĺD¥y_éA˚6Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/<÷͖.<& 
 **=Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜DĹyd_ɹ˰.<!*zcD̖˱_ĮQǤ
EÁ«DĹ:Dyd#˹ɖɪAEĥʽ=[ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5ʖͤͫ  
 
˓ 2-46ͫ˹ɖɪAĥʽ@ƯİȒ̜òǑ  
	 タイプ	 基本分類	 基本分類＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
Ⅰ	 M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
Ⅱ	 [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
Ⅲ	 [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 
Ⅳ	 [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 






˓ 4-5ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydAơ/6÷͖  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 3150 (69.0%) 
Ⅱ	 63 (1.38%) 
Ⅲ	 1261 (27.62%) 























両体 быть 総数 
	 
Ⅰ	 
ñɪ 60 87 1 30 5 2 185 
Ōɪ 873 273 23 151 51 3 1374 
мочь 831 258 43 191 26 242 1591 
合計	 1764 618 67 372 82 247 3150 
	 
Ⅱ	 
ñɪ 0 2 0 0 0 0 2 
Ōɪ 2 15 0 8 0 0 25 
мочь 16 12 0 3 0 5 36 
合計	 18 29 0 11 0 5 63 
	 
Ⅲ	 
ñɪ 48 36 1 26 3 1 115 
Ōɪ 237 123 6 52 9 1 428 
мочь 424 81 16 87 6 104 718 
合計	 709 240 23 165 18 106 1261 
	 
Ⅳ	 
ñɪ 0 0 0 0 0 0 0 
Ōɪ 22 14 4 1 0 0 41 
мочь 22 18 1 5 0 4 50 
合計	 44 32 5 6 0 4 91 








 ǸS͒ƇǡD͝Ȓ̜Eydͣ ĥʽƧͤ =Ț=yd	ͣ ¬ĥʽƧͤ
#X&ɚY\[Ȓ̜=[*>#÷"964\5\69.0%27.62%_ĘR<!
Z*D¸:Dyd7(=ìÍD 97̕͢&_ĘR[>*>A@[ 








                                                
1 *.6âīE«=ɹ˰0[>!ZXZ˛ȖDŏ$p¥u=˸L<P<S4D͒ƇEȏR














ʖD4\5\Dʖͣʐ 1.3.2.ʖʐ 1.3.5.ʖͤA!<̖˱ мочь A:<Eʐ 1.4.
ʖA!<4\5\ɹ˰0[ 
 







 ǿʖ=EÕŢªO1 мочьÁŌD̖˱ͣуметь, способен, в состоянии, в силах; 













                                                
2 Ñ FБТСͣ1998ͤ=E˚ö.˱ силаD©ɢɭD˱̯>.<»Dǆ:½·UÎ"_əPö
0ȶČDłǿ>.<DɐɖɪʙɾɪƧ̅DìÍͬɘȶ.<&ª=Dgl¥ɘȶʽćÎ
"_0[6RDɐɖɪʙɾɪĥʽƧͣСовокупность физических и духовных свойств человека как 
основа деловой и творческой активности; жизненная энергия, жизнеспособность. О физической или 





˓ 4-7ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜Aơ/6Č˫D÷Žͣмочь ÁŌD̖˱ͤ  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 1559 (71.84%) 
Ⅱ	 27 (1.24%) 
Ⅲ	 543 (25.02%) 






1.3.2.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 O1ydDŅĨDÐɚţƲA:<ɹ˰.X*\EǸSłǿɪ@Ƒˮ
ɒȲɘ̉DĥʽƧA:<̖L[Ǥ=Zͣcf. ʐ¸ʋʐ 5.2.1.ʖ ͤĹ:Dy





























ͣ1293Ñ° 933Ñ ͤ¬ş´ÍE 27.84%ͣ1293Ñ° 360Ñͤ>@[ 
 4\=E4\5\DĥʽƧDʅ͖ͣñɪĥʽƧŌɪĥʽƧͤAơ/<ðÍɪA
˚<&*>A.X 






































































 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 





























 ɑA4.6âī#͕ˍ@DE̖˱ уметьDŅĨ=[ͣş´Í#ʛ 26%Aũ
.<¬ş´Í#ʛ 74%ͤͫ  
 
(4-1) Федька умел возникать [IPFV-INF] внезапно и так же мгновенно исчезать 




(4-2) И вместе с тем, хотя Марию Дмитриевну боялись, все удовольствия, 
развлечения, праздники ожидались именно от нее. Умела она дарить [IPFV-INF], 
веселиться [IPFV-INF], радость находить [IPFV-INF] в самых будничных, казалось, 






(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 






 **=Ñ F«DÑDXA¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ <SƯİAŋďEɘ
/@3ͫ 
 
(4-3’) Она умела вносить [IPFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 











(4-4) Так утверждается иной тип взаимовлияний характера и обстоятельств: не 
только обстоятельства влияют на личность, но и личность на обстоятельства, что, 
собственно, и составляет предмет исследования, фокусировку познавательных 
интересов метода: как человек способен влиять [IPFV-INF] на время, подчинять 







(4-5) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 
вариативность отдельных текстов способна повлиять [PFV-INF] на стабилизацию 
достаточно крупных и структурно четко организованных вариантов 















(4-4’) Как человек способен повлиять [PFV-INF] на время, подчинять его себе, своей 
воле, своему сознанию? 
 
(4-5’) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 



























































 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-12ͫydͣŌɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  























EìÍ>.<ş´Í#ō&̧ƿ,\<[ͣş´Í# 76.18% ͤ 
 ðÍÑ_&:"˚<PX 
 
(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 





(4-7) Так, по крайней мере, утверждал Игорь, а уж ему-то можно было поверить 
[PFV-INF].  [UC] 
Ű@&>S*d¥qE±Ə.6ƖD*>EØɚ=$6 
 
(4-8) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно верить [IPFV-INF] другим 





 Ñ F**=ªÑͣ4-6ͤD¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ [*>Eěā>.<=$
@ͣ«ÑĞɊͤͫ  
 
(4-6’) ?4В этом смысле можно соглашаться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 

















































1.3.3.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ñɪĥʽƧ_˓0̖˱>ʦĨ0[¬š˫EÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
 





























(4-9) Но Ельцин умеет не замечать [IPFV-INF] того, чего не хочет замечать. [RNC: 











                                                
5 2013Ƅ 8ǹǳɆ=ƚY\6¥yAX9<[ũ˿Eb_ǆ:Č˫A̼9<[ 
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˓ 4-15ͫs¤p¥u=DȍʢʦȄͣydͬ2013 Ƅ 8 ǹǳɆͤ  
検索した語結合	 完了体	 不完了体	 総数	 

























 @!ªÑͣ4-9ͤD¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ 6«Ñ_ɹ˰.<!*ͫ 
 


































11.76%ͣ17Ñ° 2ÑͤAũ.<¬ş´Í# 88.24%ͣ17Ñ° 15Ñͤ>@[ 
 éAS̖L6̚Zͣ cf. ʐ¦ʋʐ 3.2.ʖ ͤРассудоваͣ 1982 =ͤE̖ ˱ мочь> можно
>ɚY\[¬š˫DÍDü#ƯİDĐü_ː@>.<[ͣcf. Рассудова 1982: 
                                                
6 ȍʢ.<ƚY\[r¢˂ÍE 104Ñ8быть# 2Ñũ˿ŌDr¢# 2ÑZ4\
Y_ˢǡ"Y̽Ō.<[ 















(4-10) Такого преподавателя, никогда никому не ставившего двоек, можно было бы 








(4-11) Можно ли не согласиться [PFV-INF] с авторами письма, которые расценили 
случившееся как удар, который совершенно сознательно наносится самой идее 








(4-11’) Можно ли не соглашаться [IPFV-INF] с авторами письма, которые расценили 
случившееся как удар, который совершенно сознательно наносится самой идее 




(4-12) Честно говоря, в голове не укладывается, как можно не выполнить [PFV-INF] 
госзаказ на лекарство.  [UC] 
ţ_ˡ F?0\Fľ"YDˎDȴǤ_*@,@XA=$[D"ˀ
                                                
8 ˦ĥDƯİE͉ɕţDzcAĮO\[Palmerͣ 2001ͤDȅʤP=ˡ>*]DȀ







(4-12’) Честно говоря, в голове не укладывается, как можно не выполнять [IPFV-INF] 









1.3.4.1. ìÍɪ@¥yD÷Ž  
 ʪ<yd	A:<˚<**DydE¬ĥʽƧ_˓0ǸSłǿ
ɪ@Ȓ̜=ZìÍ>.<D͒ƇǡSéDydAʪ<ōͣ cf. ʐ 1.2.4.1.ʖ ͤ
Č˫Dyd+>D÷ŽEÁ«DXA@9<[ͫ 
 
























 b_ǆ:Č˫A̼9<ʫǡAĘR[Ȧɔ_˚[>ş´ÍE 64.19%ͣ 444Ñ° 285






1.3.4.2. ñɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ñɪĥʽƧD̖˱DŅĨAEÁ«DX@÷Ž_˚2[ͫ 
                                                
9 ɑA¬ĥʽƧ_R'[ĵ͔A:<E̺ öŷͣ 2005 Aͤ!<SģZƻ^\<[4*=E





















































































 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-19ͫyd	ͣñɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  







































(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет заботиться [IPFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы.  
[UC] 
                                                










(4-13’) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 
человек, не умеет позаботиться [PFV-INF] о себе, отстаивать личные интересы. 
 
 *DXA̖˱ уметьDŅĨ¬š˫DÍDƓƲEɯ¹Aë\Ƿ #ĥʽ=E
[SDD¼ĺD¥yDǡ̱ɪ÷Ž>.<E¬ş´Í#¦̀.<ōǡ_ĘR<
[ 
 4\Aũ.<в состоянииğHв силах>ʦĨ0[¬š˫DŅĨAE*D
Ưİ¤ʨ˱Ȓ̜=ōǡ_ĘR[DEş´ÍDƓƲ=[ͫ 
 
(4-14) Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 




 Ƙ=˚[̚Zͣcf. ʐ 1.5.2.1.ʖ ͤ**=E¬š˫DÍDƓƲ_ë\Ƿ [*>E˦
Ŧ,\@ 
1.3.4.3. ŌɪĥʽƧD̖˱>DʦĨDŅĨ  
 ũ.<ŌɪĥʽƧDŅĨAE¥yD÷ŽEÁ«DXA@[ͫ 
 















































































 b_ǆ:Č˫A̼[>ş´Í>¬ş´ÍDĘR[ȦɔE«˓DXAŋď0[ͫ  
 
˓ 4-21ͫyd	ͣŌɪĥʽƧ¤b_ǆ:Č˫ͤ  





































(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 




 ¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ [>«DXA@[ͫ 
 
(4-15’) Невозможно проходить [IPFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно 








(4-16) То есть я хочу спросить: почему экономическая реформа не сказалась на 
государственном бюджете? Вряд ли можно полностью согласиться [PFV-INF] с 





 ¬š˫_ë\Ƿ [>Á«DXA@[#ͫ 
 
(4-16’) *То есть я хочу спросить: почему экономическая реформа не сказалась на 
государственном бюджете? Вряд ли можно полностью соглашаться [IPFV-INF] с 
такой постановкой вопроса. 
 






!*ͣРассудова 1982: 125ͤͫ  
 




 **=¬š˫DƓƲ_ë\Ƿ [>«ÑDXA@[#ͫ 
 



































 b_ǆ:Č˫A̼9<ʫǡAĘR[Ȧɔ_˚[>ş´ÍE 61.11%ͣ36 Ñ° 22
Ñ ͤ¬ş´ÍE 38.89%ͣ36Ñ° 14Ñͤ>@[ 
 éAS̖L6̚Zͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.4.ʖ ͤ*Dyd
DȒ̜A:<̖L<
[DEForsythͣ 1970ͤ=[ǿʖó͑=S̖L6̚Zͣcf. ʐ¦ʋʐ 3.2.3.ʖ ͤ
                                                






ď_ˬP<[ͣcf. Forsyth 1970: 262-263 ͤɹ"A¼ĺD¥yDˢǡʦȄ_˚
[̼ZForsythͣ1970ͤ=Dˤ̖A[̚Zş´Í#̧ƿ,\<[o¥u#ǡ̱
Dª=Eō&@9<E[.".@#Y¬ş´Í#ɚY\<[ÑSŰ@"Y
1śĿ.<[ͣş´Í#ʛ 61%Aũ.<¬ş´Í#ʛ 39% ͤ 
 4\=E4\5\D̖˱Aơ/<˚<&*>A.X 






(4-17) Она засмеялась ― она не умеет не смеяться [IPFV-INF] , когда смешно, ― но 





(4-18) Павел Николаевич умел переключаться, но к середине дня осознал, что 
впервые не в состоянии не думать [IPFV-INF] о Марине.  [RNC: Сергей Таранов. 










ͬ2013 Ƅ 8 ǹǳɆͤ  
検索した語結合	 完了体	 不完了体	 総数	 


















                                                
13 2013Ƅ 8ǹǳɆ=D¥yAX[ª=˚6ydDŅĨ>ĩȓb_ǆ:Č˫A̼9<[
ͣcf. ʐ 1.3.3.2.ʖ ͤ 
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 ǿʆŁʑǳɆͣ 2013Ƅ 8ǹ =ͤs¤p¥uͣ łǿp¥u Dͤʫ˱ǡE













































































































(4-19) Нельзя не сказать [PFV-INF], что из-за распыления средств по многочисленным 
объектам объем незавершенного строительства постоянно увеличивался и 
достиг уже 150 процентов годового объема. [UC] 
ōǡDǩ˥Aũ0[ƹȡD÷ǟ#ěĻ=şƵ.<@ƊʗDǡ#ʩ 1Ǆ
ŏ.ǫA¦ƄDǡD 150¥v¢Ạ.6>ˡ^-[_ @ 
 
(4-20) Нельзя не согласиться [PFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 




 **=ªÑD¬š˫_ë\Ƿ <P[>«ÑDXA@[ͫ 
 
(4-20’) ?Нельзя не соглашаться [IPFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 









(4-21) Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 










(4-21’) *Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 







 Ñ F«DX@Ñ=Eş´Í#Ðɚ,\[ͫ 
 
(4-22) У Вани просто удивительный папа, это отец, которого нельзя не полюбить 




(4-23) Когда мы с ней впервые встретились, ― это было 2 года назад, ― мне было 










(4-24) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызывать [IPFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 








(4-24’) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызвать [PFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 
 
1.3.6. мочь 以外の述語との語結合における不定詞の体の形態の役割 










ʐ 3.4.ʖ ͤ̉ ʔǳɆ=Eɘ/<!Y1ūȂɪAɘ/[·˿=[4D6R
4D·˿_ʹ$ƹAǓɻ0[̿A?DXA¬š˫DÍDƓƲ#ɚY\<
[D"_ǮY"A0[*>#ǿʖ=D˷͔>@[ 
1.3.6.2. ş´ÍDȘʽ  
 O1͉ɕţDzc_˓0ǤA!([¬š˫Dş´ÍDƓƲ#Ȅ6.<
[ȘʽA:<ʶŨ.<PX 
 O1éAS˚6Á«DÑǤDŅĨ_ʶ <PXͫ 
 
(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 





(4-6’) ?В этом смысле можно соглашаться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 










(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 








                                                
14 ÍDʍĨͣконкуренция видов ͤ>EteuͣMathesius, Vilém; 1882-1945ͤAX9<ͣƨ
Y&ǸúAͤšƌď,\6ȑƢ=[¦šDǤʾA!<ş´Í_ɚ<S¬ş´Í_ɚ<
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(4-25) Мама разговаривала по телефону. Она умела разговаривать [IPFV-INF] по 






(4-26) Она умела рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 








(4-26’) *Она умела рассказать [PFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 




(4-8) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно верить [IPFV-INF] другим 





 ªÑD¬š˫_ş´ÍDƓƲAë\Ƿ [>ͫ 
 
(4-8’) Теперь в Москве вправе задать ответный и неотложный вопрос: насколько в 
складывающихся новых обстоятельствах можно поверить [IPFV-INF] другим 
                                                                                                                                                       
Sɧ˭ͣǤͤìÍDłǿɪ@ƯİAEŋď#ɘ/@>ɕ˿_Ǉ.<ˡͣcf. Бондарко 1971: 













(4-27) Валерия Константиновна умела находить [IPFV-INF] тон с людьми даже и 








(4-27’) Валерия Константиновна умела найти [PFV-INF] тон с людьми даже и очень 





(4-19) Вот каким был мой отец: силач, бегун, храбрец, герой, остряк, бретер, 
победитель, словом, обыкновенный отец, какой есть у каждого мальчишки и 














(4-23) Когда мы с ней впервые встретились,  это было 2 года назад,  мне было 
нельзя не ей восхититься [PFV-INF]. Не знаю, почему, но вот таким образом мы 
 175 








1.4. 意味・統語構造にしたがった分析：述語 мочь の場合 
1.4.1. 概要 
 éAzcDʅ͖Eŏ$&÷(<˪šDzcͣ PalmerDȅʤP
Aƙ FĲ͔ɪzcͤ >͉ɕţDzcͣ ĩ·˿ɪzcͤ
>A¸÷,\[*>_ɹ˰.6ͣ cf. ʐ¸ʋʐ 3.2.2.ʖ ͤ**O=E*D8ñ














 Á«ǿʖ=EO1Țʖͣʐ 1.4.2.ʖͤ=мочь >ʦĨ0[¬š˫D¥yDǡ̱
ɪ÷Ž_ɹ˰0[ȚAмочь#ɚY\[Ǥ_Ĺ:DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜DydA
÷͖.6ª=?Dyd=?DzcDƯİ#ţɕ0[D"A:<ɹ˰.
<&ͣʐ 1.4.3.ʖ ͤ 
 O64\5\DzcDƯİA!<¬š˫DÍDƓƲDȄ6.<[ƕą
A:<SʶŨ0[ͣʐ 1.4.4.ʖ ͤ4D̿¬š˫D˱ƒɪƯİ>˓,\[z
cDʅ͖>D̷ÖA:<Sɹ˰0[ͣʐ 1.4.4.2.ʖ ͤ 
 
1.4.2. データから見る使用の実態：мочь と不定詞の語結合 






˓ 4-26ͫмочь >˱ʦĨ_@0¬š˫D÷Ž  
タイプ	 総数 
Ⅰ	 1591 (66.43%) 
Ⅱ	 36 (1.50%) 
Ⅲ	 718 (29.98%) 





















































































































 b_ǆ:Č˫ͣˢ 1662ÑͤA̼9<P\FìÍ>.<Eş´Í# 77.8%ͣì












1.4.3. мочь の表すモダリティの種類と意味・統語構造のタイプの関係 













(4-29) Может быть, что он придёт [PFV-PRS-3SG] к нам завтра. 
 
 ªÑͣ4-28ͤD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ 6«DÑͣ4-30ͤE?@[7]"  ͫ
 












 **O=DÑEðÍɪɑšɪ@¦ǳɆ_ɻ0Ǉȕ ͣзавтраͤ _ÇÑ796
#ȚAġƜƧ_ɻ0Ǉȕ ͣкаждый деньͤ _Ĉ 6ŅĨA?@[D"A:
<ɹ˰.<!*ͫ 
 




 ȚA*DǤD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ <P[ͣ«Ñͤͫ  
 














˓ 4-29ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣydͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
 
 ˪šDzcDŅĨAE·ţªş´Í."ɚY\@ 
1.4.3.2. yd  
 ȚAydA:<ɹ˰.XĩȓAĖʝ@ÑAƙ9<˚<&ͫ 
 
(4-34) Он может не прийти [PFV-INF] к нам завтра. 
ǮǬƖE8AȂ@"S.\@ 
 






,\<6Á«DÑǤAX9<˓,\[ƯİA6[>ʶ Y\[ͣcf. Рассудова 
1982: 127ͤͫ  
 
(1-12) Боюсь, что весь урожай может не сохраниться [PFV-INF]. òǑ 
ʇ\6ɐì̫EȠY@`/T@" 
 
(2-117) Он может и не вспомнить [PFV-INF] всех имен и всех деталей. òǑ 
ƖEP`@DĪă>*O+O>.6*>ì̫Eƥö2@"S.\@ 
 
 *\YDŅĨ̚ƁĚƭDƢͣопасениеͤDb¢uͣcf. ʐ¸ʋʐ 4.5.2.3.ʖͤ
#Ĉ^[>.<[16 
 ªÑͣ4-34ͤAġƜƧDǇȕ>@[˱_Ĉ 6Á«DÑE͉Ǥ>˚@,\[ͫ 
 





(4-37) Он может не приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
ǮǬƖE8AȂ@&<S 
 
(4-38) Он может не приходить [IPFV-INF] к нам каждый день. 
ƖE8AȤǬȂ@&<S 
 
(4-39) Вы можете не вставать [IPFV-INF]. 
ʊ8ª#Y@&<=0 
 
(4-40) Я могу не строить [IPFV-INF] дачу именно сейчас, если кому-то мешает моя 




 ªÑͣ4-37 ͤͣ 4-38 ͤͣ 4-39ͤğHͣ4-40ͤE1\S͉ɕţDzc>
.<ˠ̯,\[ 










(4-41) Это событие может не происходить [IPFV-INF] в течение всего эксперимента, 












˓ 4-30ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣydͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
±Í#ɇɘɐDŅĨAEĥʽ 
 
1.4.3.3. yd	  
 ȚAyd	A:<ɹ˰.X«DÑ"Y˚<&ͫ 
 






(4-43) И Веня не мог согласиться [PFV-INF] с тем, что его нет. [UC] 
£f¥EƖ#S@>*>#ʜƚ=$@"96 
 
 ¦Ǩ=«ÑDXA¬š˫_¬ş´ÍAÀ [>͉Ǥ>ûǦ,\[ͫ 
 
































˓ 4-31ͫzcDƯİ>¬š˫DÍDƓƲͣyd	ͤ  
	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     


















 4\Aũ.<¬ş´Í_ɚ6«ÑDŅĨ_ʶ <PXͫ 
 
(4-50) ?Он не может не приходить [IPFV-INF] к нам завтра. 
 

































	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
 時を示す指標 時を示す指標 
 завтра каждый день завтра каждый день 
完了体	     
不完了体	     
̦ø@ǤʾDǛǆ#Ɵ˙ 
 





˓ 4-33ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜>zcDʅ͖ͫмочь DŅĨ  
タイプ	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
Ⅰ	   
Ⅱ	   
Ⅲ	   
Ⅳ	   
 
 ª˓AÍDƓƲDü_Ĉ <P[>«˓DXA@[ͫ 
 
˓ 4-34ͫƯİ¤ʨ˱Ȓ̜zcDʅ͖>¬š˫DÍDƓƲ  
タイプ	 不定詞の体	 評定のモダリティ	 非現実のモダリティ	 
Ⅰ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅱ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅲ	 完了体	   
不完了体	   
Ⅳ	 完了体	   


















завтра каждый день завтра каждый день 
Ⅰ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅱ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅲ	 完了体	     
不完了体	     
Ⅳ	 完了体	     
不完了体	     
 
1.4.4. 述語 мочь との語結合における不定詞の体の形態の機能 
1.4.4.1. zcDʅ͖>ũ˿>@[ɒȲ  
 ǿʖ=E̖˱ мочь >D˱ʦĨA!<¬š˫DÍDƓƲ#Ȅ60ȘʽA:
<ʶŨ0[#4\Aé`/< мочь D˓0zcDʅ͖>4*=ũ˿>@[
ɒȲDʅ͖A:<ɹ˰.<!* 





































D̷ÖA:<ʶŨ.4\_̌O 6ª=̖˱ мочь >D˱ʦĨDŅĨA!([
¬š˫DÍDƓƲDȄ6.<[ƕąA:<ªˤDğHDo¥uD4\5\
_ɹ˰0[ 
1.4.4.2. ¬š˫D˱ƒɪƯİ>zcDʅ͖>D̷Ö  
 ªDʖͣcf. ʐ 1.4.3.ʖͤ=˚6Ñ=E¬š˫Eприходить/прийти#ɚY\
<[Ñ_°ƞA˚6*DČ˫E¬ş´ÍDƓƲ#̞ː°DČÏ_˓0*>#=





Ɓ̼ɟD[ vuͣ VendlerD÷͖=>*]D̣Ƶͤ >öȂ·ͣ ĩ





(4-57) Она может умереть [PFV-INF] завтра. 
ƖŒEǮǬȞ`=.O"S.\@ 
 
(4-58) Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор сегодня вечером. 
¡¥E¼Ŏ_˚[D"S.\@ 
 
 ş´Í#ɚY\<[ªÑͣ4-57 ͤͣ 4-58ͤE*\"Yɘ/[ǽȂDɒȲA
ũ0[˪šDzc>.<ˠ̯,\[4\Aũ.<¬ş´Í#ɚY\
                                                






(4-59) Она может сейчас умирать [IPFV-INF]. 
ƖŒE¼ȞA4@>*]@D"S.\@ 
 
(4-60) Ваня может смотреть [IPFV-INF] телевизор. 
¡¥E_˚<[D"S.\@ 
 
(4-61) Альберт невыносимо страдает при мысли, что Анна может сейчас умирать 
[IPFV-INF], а ему нельзя повидать ее перед смертью. [А. Шницлер. Прощание 
(краткое содержание новеллы: http://briefly.ru/shnicler/procshanie/)] 
b¥Eb¢E¼¼̿D̿A[#˂÷EƖŒ#ȞBăA*>E




(4-62) Он может сейчас строить [IPFV-INF] себе дачу на его площадке. 
:E¼˂÷Dǣŀ=üˊ_Ɗ<<[>*]@D"S.\@ 
 






 ȚAª=˚6 прийти @?DöȂ·DydDČ˫DŅĨA:<˚<PX
**=EČ˫воспоминать/вспомнитьͣƥö0 ͤ_ɚ<[ͫ 
 






















могу [prs-1-sg] 16 (4.04%) 380 (95.96%) 396 
можешь [prs-1-sg] 4 (21.05%) 15 (78.95%) 19 
может [prs-1-sg] 6 (5.22%) 109 (94.78%) 115 
можем [prs-1-sg] 1 (3.13%) 31 (96.88%) 32 
можете [prs-1-sg] 1 (6.25%) 15 (93.75%) 16 
могут [prs-1-sg] 4 (11.43%) 31 (88.57%) 35 
ʫǡ 32 (5.22%) 581 (94.78%) 613 
 
 *\>ĩȓDƯİɑƝ_ǆ:Č˫=[случаться/случитьсяͣ ̉*[ɘ/[ ͤ
A:<Sɹ˰.<!**DČ˫S^V[b@b=[ͫ 
 
(4-65) Это может случиться [PFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не обратим 




 **=¬š˫DÍDƓƲ_Á«DXAë\Ƿ [>¬˂ɉ@Ǥ>ûǦ,\[  ͫ
 
(4-65’) ?Это может случаться [IPFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не 













могу [prs-1-sg] 0 0 0 
можешь [prs-1-sg] 0 0 0 
может [prs-1-sg] 4 (0.27%) 1488 (99.73%) 1492 
можем [prs-1-sg] 0 0 0 




могут [prs-1-sg] 14 (23.33%) 46 (76.67%) 60 










 *\Y_̌O ̖˱ мочь >D˱ʦĨA!([¬š˫DÍDƓƲDȘʽA:<
ʶŨ.<PX 
1.4.4.3. ş´ÍDȘʽ  










(4-66) Каждая страна может получить [PFV-INF] двадцать два допуска за высокие 




1.4.4.4. ¬ş´ÍDȘʽ  





















(4-67) Она могла рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 




 *DŅĨş´ÍDƓƲAX9<˓0*>E=$@ͣ«Ñͤͫ  
 
(4-67’) *Она могла рассказать [PFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
















(4-66’) Каждая страна может получать [IPFV-INF] двадцать два допуска за высокие 




                                                














 Á«=Eͧͤмочь ÁŌD̖˱>DʦĨDŅĨͨͤмочь >DʦĨDŅĨD4\
5\A:<¥yDǡ̱ɪ÷ŽA:<˚<&*>A0[ 
 
1.5.2. 不可能性と完了体の関係について：мочь 以外の述語の場合 





























































                                                                                                                                                       
такой, кто-либо@?ͤ_ĮQǤ=Eş´ÍDÚüɪƯİD8DɂĿɪČÏDƯİͣ cf. ʐ¸ʋ











(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 









(4-68) Признано, что воспитание имеет прямое отношение к экономике и культуре. И 
научно-технический прогресс не может быть выигран без школы. Доказано: 
эстетически развитой человек не способен производить [IPFV-INF] продукцию 






 ªÑD¬š˫_S¦ǨDÍAë\Ƿ <P[>«ÑDXA@[ͫ 
 
(4-68’) Признано, что воспитание имеет прямое отношение к экономике и культуре. И 
научно-технический прогресс не может быть выигран без школы. Доказано: 





(4-69) Несмотря на то, что СССР обладает мощным экономическим потенциалом, мы 
не способны завтра же перевести [PFV-INF] все хозяйство на использование этих 









(4-69’) ?Несмотря на то, что СССР обладает мощным экономическим потенциалом, 
мы не способны завтра же переводить [IPFV-INF] все хозяйство на использование 
этих металлов. 
 















(4-14) Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 




 **=ªÑD¬š˫_¬ş´ÍAë\Ƿ <P[>¬˂ɉA͎&>ͫ 
 
(4-14’) ?Пальцы вцепились в землю, она судорожно вздрагивала от бомб, отталкивая, 






 O6Шатуновскийͣ1996ͤAX\F̖˱в состоянииğHв силахEɕ
ǳɪĥʽƧͣактуальная возможность ͤ_˓0ͣcf. Шатуновский 1996: 199 ͤɕǳ
ɪĥʽƧ>EƑˮɒȲD̉ʔǳɆ=Dɘ̉ĥʽƧA:<̖L[SD=[«
Ñ_ĞɊͣÑǤEШатуновский 1996: 199ͤͫ  
 





































































H возможноEyd	=ɚY\[*>EȏR<ʃ>ʶ <X 







(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 












1.5.3. 不可能性と完了体の関係について：述語 мочь の場合 
 **=E̖˱ мочь >ʦĨ0[¬š˫A:<ăʖĩȓyd>yd	
_Ȧ̑.<*4\5\DÍDƓƲD÷ŽE«˓DXA@[ͫ 
 






















 ydͣĨˢ 1089ÑͤDŅĨAEş´Í# 76.31%ͣì 1089Ñ°D 831Ñͤ_
ĘR¬ş´Í# 23.69%ͣì 1089Ñ°D 258Ñͤ_ĘR<[yd	ͣĨˢ 505
ÑͤDŅĨAEş´Í# 83.96%ͣì 505Ñ°D 424Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 16.04%
ͣì 505Ñ°D 81Ñ _ͤĘR<!Zyd>Ȧ̑0[> 8d¢M?ş´ÍD
ąĨ#ŇĈ.<[ 
 **=ˬPAĖÍČ˫SĈ <ʶ <P[>ydͣĨˢ 1323Ñͤ=Eş´
Í# 66.06%ͣì 1323Ñ°D 874Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 33.94%ͣì 1323Ñ°D 449
Ñͤ_ĘR<[yd	ͣĨˢ 608 Ñͤ=Eş´Í# 72.37%ͣì 608 Ñ°D
440Ñͤ_ĘR¬ş´Í# 27.63%ͣì 608Ñ°D 168Ñͤ_ĘR<[ͫ 
 

















































 мочьÁŌD̖˱DŅĨyd=E 74.06%yd	=E 74.71%>4\5
\DąĨ=ş´ÍDƓƲ#̧ƿ,\<[̖˱ мочь A:<ˡ F*Dyd
	=Eş´ÍDȦɔ#ydAȦ.<ˇƃ͝&@9<E[ͣ83.96%#ş´Í


























 **O=мочьÁŌD¦̝D̖˱ͣуметь; способен; в состоянии, в силах; можно, 
нельзя, возможно, невозможноͤ>мочь>Aŏ$&÷͖.6ª=ʶŨ.6 
 ăʷE͉ɕţDzc_˓0*>Aɑď,\<!Z*\YD̖˱>¬š
˫#˱ʦĨ_@0ŅĨA¬š˫DÍDƓƲ#?DXA̧ƿ,\<["A:<
˟Ũ_ː@96ͣcf. ʐ 1.3.ʖ ͤ 
 4\Aũ.<ƘʷE͉ɕţDzc>˪šDzcDĠǨ_˓
0*>#=$[6RO1¬š˫DÍDƓƲDÐɚţƲ>4D˓.[zc



















ʽ@ƯİȒ̜_Ů$ö.6#ͣcf. ʐ¸ʋʐ 5.4.ʖ ͤ¼ĺĢ͂.6¥yD÷Ž"
Y*\YD8ţ̿A?Dyd#?DʄƇɚY\["DƽǕ#ĥʽA@96 

























Ⅰ	    
Ⅱ	    
Ⅲ	    







"A@9<[ͣcf. ʐ 1.3.3.2.ʖ ͤ.6#9<ō&DŅĨ*DƯİ¤ʨ˱Ȓ̜E
͉ɕţDzcDŅĨŌɪĥʽƧA:<DPɚY\[>*>A@
[ 



























уметь 完	 18 0 12 0 30 
不完	 52 2 30 0 84 
способен 完	 37 0 3 0 40 
不完	 31 0 3 0 34 
в состоянии 完	 5 0 18 0 23 
不完	 4 0 2 0 6 
в силах 完	 0 0 15 0 15 
不完	 0 0 1 0 1 
合計（内的可能性）	 147 2 84 0 233 
мочь 完	 831 16 424 22 1293 
不完	 258 12 81 18 369 





можно 完	 861 2 4 1 868 
不完	 271 15 1 0 287 
нельзя 完	 0 0 141 19 160 
不完	 0 0 114 14 128 
возможно 完	 12 0 2 0 14 
不完	 2 0 1 0 3 
невозможно 完	 0 0 90 2 92 
不完	 0 0 7 0 7 
合計（外的可能性）	 1146 17 360 36 1559 


























Ⅰ	 мочь мочь, уметь,  
способен, в состоянии 
мочь, можно, возможно 
Ⅱ	 мочь  мочь, можно 
Ⅲ	  мочь, уметь, 
 в состоянии, в силах 
мочь, нельзя, невозможно 
Ⅳ	 мочь  мочь, нельзя 
 
1.6.3. 可能性に関わるモダリティにおける不定詞の体の形態の果たす機能 
1.6.3.1. zcDƯİ¬š˫D˱ƒɪƯİ>ÍDȘʽ  
 ĥʽƧA̷^[zcE͉ɕţDzc>˪šDzc>A




















(4-26) Она умела рассказывать [IPFV-INF] о своей поездке четыре часа подряд, и все 
























ª=Sɹ˰.6̚Zͣcf. ʐ 1.4.4.ʖ ͤ¬š˫D˱ƒɪƯİAơ/<4DȘʽE
ɣ@9<&[ª=EÁ«D¸ǤDȦ̑_ː@96ͫ 
 
(4-58) Ваня может посмотреть [PFV-INF] телевизор сегодня вечером.òǑ 
¡¥E¼Ŏ_˚[D"S.\@ 
 
(4-60) Ваня может смотреть [IPFV-INF] телевизор. òǑ 
¡¥E_˚<[D"S.\@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(4-65) Это может случиться [PFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не обратим 





(4-65’) ?Это может случаться [IPFV-INF] в любую минуту, если мы наконец не 














͉ɕţ ·˿ ̉ʔǳɆÁ̻ 
ɘ/[ɒȲ 
 vu ş´ɯ ǆʪɯͬġƜɯ 







 vu  ̞ːɯ 
öȂ·   
̉ʔǳɆÁ̻ 
ɘ/[ɒȲ 
 vu ş´ɯ ġƜɯ 
öȂ· ş´ɯ ġƜɯ 
 






(4-3) Она умела внести [PFV-INF] в их застолье, в неторопливый обмен мыслями 





(4-4) Так утверждается иной тип взаимовлияний характера и обстоятельств: не 
только обстоятельства влияют на личность, но и личность на обстоятельства, 
что, собственно, и составляет предмет исследования, фокусировку 
познавательных интересов метода: как человек способен влиять [IPFV-INF] на 










(4-5) Был поставлен вопрос о том, насколько композиционно-языковая 
вариативность отдельных текстов способна повлиять [PFV-INF] на стабилизацию 
достаточно крупных и структурно четко организованных вариантов 





(4-13) Тане в тревожные минуты не легко дается спокойствие. Мягкий и уступчивый 






(4-15) Невозможно пройти [PFV-INF] мимо и такой страшной беды — ежегодно от 





(4-24) То, что сделала сборная Финляндии с допингом, конечно, мерзко. Но не 
может не вызывать [IPFV-INF] уважения их искреннее признание своей вины. 








































完	    
不完	    
Ⅱ	 完	    
不完	    
Ⅲ	 完	    
不完	    
Ⅳ	 完	    






















(4-6) В этом смысле можно согласиться [PFV-INF] с академиком А.Д. Сахаровым, 
который считает, что более глубокие сокращения СНВ потребовали бы учета 





(4-42) И Веня не мог согласиться [PFV-INF] с тем, что его нет. [UC] òǑ 
£f¥EƖ#S@>*>#ʜƚ=$@"96 
 
(4-20) Нельзя не согласиться [PFV-INF], например, с тем, что пришла пора создать 










(4-72) Нельзя не учитывать [IPFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в 
резкой форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками 





 *DÑ=ɚY\<[¬š˫_ş´ÍAë\Ƿ [>Á«DXA@[ͫ 
 
(4-72’) Нельзя не учесть [PFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой 
форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской 





























 ðÍÑ=ʶ <PXÑ Fоткрывать>¬ş´ÍČ˫>открыть
>ş´ÍČ˫E̵([>˱ƒɪƯİ_îǺ.<!ZÍDb_Ƶ.<












                                                
19 *Dƻ"YS÷"[XA**=EČ˫DÍDiq¥>SD_˱Ɠŋďɪiq
¥ͣсловоизменительная категория ͤ>.<Ƒƈƻ*>A0[*DÍ>Ǥȳɪiq¥
_ͣ Ñ FǡDiq¥DX@ ͤ˱Ɠŋďɪiq¥>˚@0D"[E ͣƧ
















[ŅĨ=[ͣÑ F играть, меняться, мириться, пасть, разворачивать, резать, 
стирать, темнеть, учиться@? ͤ*DŅĨAE¦ũ¦DÍDũơ̷Ö_ɞš0[*
>#ļͅ@*>"Y*\YD¬ş´ÍČ˫!XH4\>b_Ƶ.[ş´ÍČ
˫îAĖÍČ˫>.<ƻũ˿"Y̽Ō.6ĩȓDɖɛ=возвращатьсяͣcf. 
вернуться, возвратиться ͤценитьͣcf. оценить, оцениватьͤSũ˿"Y̽Ō.<[ 
 ʐ¸Do¥uE*\>E̘DŅĨ=[раскладывать / разложить, разлагать / 
разложить DX@ĩ/ƓƲDş´ÍČ˫#ɣ@[¬ş´ÍČ˫>ũA@9<ɚ
Y\[>Ʈš,\[ŅĨSũ˿"Y̽Ō.<[ 
2.2.2.2. ^V[ÍD di_ƓƵ0[ŅĨ  
 ȚA^V[ÍD di_ƓƵ0[X@ŅĨͣªˤͤ_ɹ˰.<!*
 
 ÍD diͣвидовая тройка ͤ>EÁ«DX@ɑƝ_ǆ:©:DČ˫D̷
Ö_Ǉ.<ɚ[ˑ˱=[20ͫ 
 
 Ǐ͑̒D@¬ş´ÍČ˫ͣÑͫесть, питьͤ 
 ªDAǏ͑̒_¿Ĉ.<ƓƵ,\6ş´ÍČ˫ͣÑͫсъесть, выпитьͤ 




















=[*.6Č˫DÑ>.<гладить, есть, играть, ковать, крутить, мазать, менять, 





























































˓ 4-47ͫÍDũʊDuo¥ͣĥʽƧDƯİ_˓0̖˱>ʦĨ0[¬š˫DŅĨͤ  
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
помогать / помочь 21 0 21 10 
оказываться / оказаться 18 0 18 10 
представлять себе / представить себе 17 0 17 10 
случаться / случиться 16 0 16 10 
позволять себе / позволить себе 14 0 14 10 
заставлять / заставить 13 0 13 10 
казаться / показаться 13 0 13 10 
относить / отнести 13 0 13 10 
покупать / купить 12 0 12 10 
восстанавливать / восстановить 11 0 11 10 
заменять / заменить 10 0 10 10 
становиться / стать 42 1 41 9.52 
объяснять / объяснить 28 1 27 9.29 
соглашаться / согласиться 20 1 19 9.05 
вспоминать / вспомнить 21 1 20 9 




отвечать / ответить 16 1 15 8.75 
принимать / принять 16 1 15 8.75 
называть / назвать 42 3 39 8.57 
определять / определить 24 2 22 8.33 
изменять / изменить 12 1 11 8.33 
приводить / привести 35 3 32 8.29 
обеспечивать / обеспечить 19 2 17 7.89 
представлять / представить 37 4 33 7.84 
решать / решить 31 4 27 7.42 
вызывать / вызвать 21 3 18 7.14 
давать / дать 40 6 34 7 
находить / найти 34 5 29 7.06 
понимать / понять 64 10 54 6.88 
обходиться / обойтись 18 3 15 6.67 
говорить / сказать 189 35 154 6.3 
возникать / возникнуть 16 3 13 6.25 
замечать / заметить 16 3 13 6.25 
допускать / допустить 15 3 12 6 
брать / взять 14 3 11 5.71 
ставить / поставить 14 3 11 5.71 
делать / сделать 70 16 54 5.43 
получать / получить 45 12 33 4.67 
начинать / начать 15 4 11 4.67 
забывать / забыть 25 8 17 3.6 
предполагать / предположить 21 9 12 1.43 
думать / подумать 39 20 19 ͥ0.26 
создавать / создать 25 13 12 ͥ0.4 
видеть / увидеть 35 20 15 ͥ1.43 
служить / послужить 27 24 3 ͥ7.78 
считать / счесть 31 30 1 ͥ9.35 




























































































 *DČ˫ʲAEпомогать / помочьͣ ƹÆĊ([ ͤоказываться / оказатьсяͣ ˚
:"[ͬ=[*>#÷"[ ͤпредставлять себе / представить себеͣ Ʈã0[ƥ
 ͤслучаться / случитьсяͣ ̉*[ɘ/[ ͤзаставлять / заставитьͣ Ɛÿ0[ ͤотносить 
/ отнестиͣ ̷̝;([ ͤпозволять себе / позволить себеͣ  <0[ ͤпоказываться 
/ показатьсяͣ >ƥ^\[ ͤпокупать / купитьͣ ̂ ͤвосстанавливать / восстановить
ͣƜ˃,2[ ͤзаменять / заменитьͣģZǷ [ ͤстановиться / статьͣA@[ ͤ
объяснять / объяснитьͣ ˴Ǯ0[ ͤсоглашаться / согласитьсяͣ ĩƯ0[ ͤвспоминать 
/ вспомнитьͣƥö0 ͤотвечать / ответитьͣơ [ ͤпринимать / принятьͣĤ(Ŧ
\[ ͤназывать / назватьͣĪ¿([ ͤопределять / определитьͣšR[ ͤизменять / 
изменитьͣ ŋ [ ͤприводить / привестиͣ ţǩ0[ ͤобеспечивать / обеспечитьͣ ×
̀0[ ͤпредставлять / представитьͣǓɻ0[ͤ@?#ĮO\[ 
 ðÍÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-73) Только десять процентов больных в сильной степени наркоманов в результате 




(4-74) Нельзя изобрести "вечный" двигатель, нельзя стать [PFV-INF] физически 
бессмертным, нельзя сделаться "сильнее" природы. Можно лишь погибнуть 






(4-75) Это поистине удивительное явление можно объяснить [PFV-INF] наличием 
фонетического кода — объективных составляющих речи, которые легко 



























(4-78) Именно так только и способна отвечать [IPFV-INF] машина, действующая по 
принципу ― прошел или не прошел электрический импульс, оперирующая 
набором единиц и нулей, из бесчисленности которых и создаются некие 
сложные выражения, как из сочетаний точек и пробелов на газетном листе 







(4-79) В детских играх можно смещать [IPFV-INF] значение слов, называть [IPFV-INF] 







(4-80) Не знаю, до сих пор не знаю, чем так помогла жене Мария Тихоновна. Да и 






(4-81) Завод по извлечению урана из морской воды должен был бы перерабатывать за 
год один кубический километр воды, извлекая 3-4 тонны металла. Это значит, 
что за минуту установки завода должны пропускать около двух миллионов 
литров воды. В лаборатории можно заставить [PFV-INF] выпасть в осадок уран, 
содержащийся в воде в форме комплексного соединения с карбонатными ионами, 







(4-82) Лучше думайте о том, скольким можно помочь [PFV-INF] через социальные 
медиа и какие проблемы решить [PFV-INF], а не о «промышленном шпионаже». 
[RNC: Андрей Семенов. 10 шагов некоммерческой организации к влиянию в 





(4-83) Пеночка-весничка так мала, что ее можно иногда принять [PFV-INF] за 









 ˬPAªÑͣ4-80ͤD¬š˫DÍ_ë\Ƿ [>Á«DXA@[ͫ 
 
(4-80’) Не знаю, до сих пор не знаю, чем так помогла жене Мария Тихоновна. Да и 











(4-82’) ?Лучше думайте о том, скольким можно помогать [IPFV-INF] через социальные 


















2.4.2.1. Č˫ʲ  
 ȚAʐʲA:<˚<* 
 *8YDČ˫E¬š˫=ɚY\[ŅĨAŪY¬ş´ÍDƓƲ=ɕ\<&[Č˫
=[*DČ˫ʲ=Eслужить / послужитьͣƕAʊ: ͤсчитать / счестьͣ˚
@0ʶ [ ͤ@?#4DɑƝ_ǸS͕ˍA˓0SD=[ 
 Á«=&:"ðÍÑ_ɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-84) Примером может служить [IPFV-INF] комплекс научно-технических 




(4-85) Таким образом, ядерная энергетика с реакторами на тепловых нейтронах при 
указанных ресурсах топлива в принципе не может служить [IPFV-INF] 






(4-86) На нынешнем этапе, пожалуй, одним из самых важных направлений работы по 
охране малых рек можно считать [IPFV-INF] создание водоохранных зон на 





(4-87) Если пытаться увеличить мощность "ветряков", то возникают новые, более 
сложные конструктивные и экономические проблемы, и пока их нельзя считать 












(4-88) Многообразие факторов, влияющих на движения речных и морских животных, 
сильно затрудняет создание аналогичных технических устройств, однако даже 
имитация колебаний может послужить [PFV-INF] основой при конструировании 






(4-89) Иначе этот позорный случай с Тосей Лубковой может послужить [PFV-INF] 




(4-90) Итак, адвокату предстоит борьба. Он анализирует добытые следствием факты, 
                                                




берет на заметку все просчеты обвинения, все, что только может послужить 












 S¦ǨDČ˫ͣсчитать / счестьͤA:<Sɹ˰.<!*ͫ 
 
(4-91) А молчание даже могут счесть [PFV-INF] за серьезность характера.  [UC] 
















































































































































 O1ʐ 1.3.ʖ=E͉ɕţDzc_˓0мочьÁŌD̖˱ͣ уметь, способен, 





















































 ʐʲAŴ0[Č˫ͣ помогать / помочь, оказываться / оказаться, представлять себе / 
представить себе, случаться / случиться, заставлять / заставить, относить / отнести, 
позволять себе / позволить себе, показываться / показаться, покупать / купить, 
восстанавливать / восстановить, заменять / заменить, становиться / стать, объяснять / 
объяснить, соглашаться / согласиться, вспоминать / вспомнить, отвечать / ответить, 
принимать / принять, называть / назвать, определять / определить, изменять / изменить, 
приводить / привести, обеспечивать / обеспечить, представлять / представитьͤEɚ
Y\[̿Aş´Í=ɕ\[*>#ŪY=Zũʊ0[¬ş´Í#ɚY\[ŅĨA
EġƜƧDɑƝ_ɻ0*>#ō 














	 まず、次の第 1 節において、「述語派生抽象名詞」と不定詞の語結合という具体例を
確認しつつ、新たな問題の提起と課題の設定を行なう。それを踏まえた上で、ここで
の分析対象を定める。 
	 第 2 節では、本章での調査に際してのサンプルの収集方法、及びそこから抽出した
データの性質について確認する。また、それに伴って本章で行なう分析の対象の制限
についても触れる。 




























	 例えば、述語 уметь と、それから派生した名詞 умение の例を取り上げてみよう。
上でも確認したように（cf. 第四章、第 1 節など）、この述語の場合には、通常結合す
る不定詞は、不完了体で現れる。下の例を参照： 
 
(5-1) Бедой исследований Соколова было отсутствие датировок отложений, 
свидетельствующих о наступлениях и отступлениях моря — четвертичный 
период велик — около 1 млн. лет, но тогда определять [IPFV-INF] время 









(5-2) Самое сложное, что есть в человеческой жизни, — умение определить 




















(5-3) Ну, а теперь мне представляется возможность самому увидеть [PFV-INF], 

































関係について確認しておこう。まず、способность と умение については、それぞれ、
形容詞及び動詞から名詞を形成する際の一般的な語形成法に準じているので、これら
がそれぞれ、способный と уметь に対して派生的関係にあることは明らかだろう（cf. 
способн-ость < способн-ый, умен-ие < уме-ть）。一方、возможность については、どの
述語と派生関係あるいは対応関係にあるかというのは一義的には決しがたい3が、мочь、
                                                











表 5-1：「可能性」の意味カテゴリーを共有する述語と名詞  
派生元の述語	 述語派生抽象名詞	 



























                                                                                                                                                       
節）、この語は述語としては使用頻度がむしろ低い部類に入る。 
4 なお、動詞 мочь は現在時制（非過去時制）で、могу, можешь, может（それぞれ一人称、二人称、三
人称単数）；можем, можете, могут（同複数）と変化する。 





	 本研究の分析対象となるデータは、ウプサラ・コーパス（cf. 第三章、第 1.2.2.節）
と、テュービンゲン大学で提供されているオンラインコーパス（cf. 第三章、第 1.2.3.
節）の Огонек のコーパスから収集したサンプルから抽出したものである。 
	 サンプルの収集と取捨選択、及びデータの採用の基準に関しては、先に述語を対象






	 それぞれ、大文字で始まる場合と小文字で始まる場合との、合計 84 パターンの検索
を行なうことになる（下表）： 
 
表 5-2：検索にかける文字列（述語派生抽象名詞）  
述語派生抽象名詞 検索にかける文字列	 
возможность возможность, возможности, возможностью, возможностей, 
возможностям, возможностями, возможностях 
невозможность невозможность, невозможности, невозможностью, 
невозможностей, невозможностям, невозможностями, 
невозможностях 
умение умение, умения, умении, умением, 
умениям, умениями, умениях 
неумение неумение, неумения, неумении, неумением, неумениям, 
неумениями, неумениях 
способность способность, способности, способностью, способностей, 
способностям, способностями, способностях 
неспособность неспособность, неспособности, неспособностью, 





































て採用されるのは全 1077 例である。それぞれの内訳は以下の通りとなっている： 
 











                                                
6 невозможность, умение, неумение, способность, неспособность については、検索の結果得られたサン
プルを全てデータベースに加えたが、возможность については、検索結果の先頭から順にサンプルの処
理を開始し、最終的に 921 例をデータベースに加えた。 
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述語派生抽象名詞 完了体	 不完了体	 合計	 
возможность 484 (66.21%) 247 (33.79%) 731 
умение 55 (30.39%) 126 (69.61%) 181 
способность 24 (14.55%) 141 (85.45%) 165 












                                                
7 「内的可能性」、「外的可能性」のそれぞれを表す場合には、それぞれ対応する形容詞を付して



















述語派生抽象名詞	 完了体	 不完了体	 合計	 
невозможность 28 (77.78%) 8 (22.22%) 36 
неумение 19 (67.86%) 9 (32.14%) 28 
неспособность 8 (40%) 12 (60%) 20 











表 5-7：述語と結合している場合、名詞と結合している場合  




















































































































                                                






表 5-8：述語（мочь 以外）との結合と名詞との結合の場合の比較  






























































































3.3.2.1. 述語派生抽象名詞  
	 では、述語派生抽象名詞と結合する不定詞の振る舞いについて考察しよう。ここで
は、出現頻度の高かった動詞（頻度数が 5 以上）を取り上げ、先に見た対立のスケー
ル（cf. 第四章、第 2 節）を算出した。その数値に応じて順番を並べて整理したもの
が、下表である： 
 
表 5-9：体の対立のスケール（述語派生抽象名詞との結合の場合）  
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
становиться / стать 9 0 9 10.00 
начинать / начать 6 0 6 10.00 
ставить / поставить 6 0 6 10.00 
играть / сыграть 5 0 5 10.00 
обеспечивать / обеспечить 5 0 5 10.00 
получать / получить 26 4 22 6.92 
показывать / показать 6 1 5 6.67 
отвечать / ответить 5 1 4 6.00 
узнавать / узнать 5 1 4 6.00 
брать / взять 5 1 4 6.00 
сравнивать / сравнить 5 1 4 6.00 
находить / найти 9 2 7 5.56 
решать / решить 9 2 7 5.56 
сохранять / сохранить 9 2 7 5.56 
создавать / создать 7 2 5 4.29 
покупать / купить 10 3 7 4.00 
зарабатывать / заработать 13 4 9 3.85 
помогать / помочь 6 2 4 3.33 
выступать / выступить 8 3 5 2.50 
уходить / уйти 5 2 3 2.00 
защищать / защитить 5 2 3 2.00 
поступать / поступить 5 2 3 2.00 
понимать / понять 17 7 10 1.76 
строить / построить 17 8 9 0.59 
делать / сделать 19 9 10 0.53 
проводить / провести 8 4 4 0.00 
думать / подумать 8 4 4 0.00 
смотреть / посмотреть 15 8 7 -0.67 
ценить, оценивать / оценить 9 5 4 -1.11 




продолжать / продолжить 5 3 2 -2.00 
снимать / снять 5 3 2 -2.00 
собирать / собрать 5 3 2 -2.00 
продавать / продать 5 3 2 -2.00 
добиваться / добиться 8 5 3 -2.50 
выбирать / выбрать 13 9 4 -3.85 
говорить / сказать 17 12 5 -4.12 
распоряжаться / распорядиться 7 5 2 -4.29 
чувствовать / почувствовать 7 5 2 -4.29 
принимать / принять 12 9 3 -5.00 
считать / счесть, сосчитать, посчитать 5 4 1 -6.00 
заниматься / заняться 11 9 2 -6.36 
выполнять / выполнить 7 5 2 -4.29 
влиять / повлиять 7 7 0 -10.00 
писать / написать 7 7 0 -10.00 
контролировать / проконтролировать 7 7 0 -10.00 
пользоваться / воспользоваться 6 6 0 -10.00 
動詞 総数	 不完了体	 完了体	 スケール	 
 





表 5-10：双方の統語環境に共通して現れる動詞  
 ＋述語 ＋名詞	 
動詞	 総数	 不完	 完	 Scale	 総数	 不完	 完	 Scale	 
помогать / помочь 22 0 22 10.00 6 2 4 3.33 
покупать / купить 12 0 12 10.00 10 3 7 4.00 
становиться / стать 42 1 41 9.52 9 0 9 10.00 
отвечать / ответить 17 1 16 8.82 5 1 4 6.00 
принимать / принять 16 1 15 8.75 12 9 3 -5.00 
решать / решить 31 4 27 7.42 9 2 7 5.56 
находить / найти 34 5 29 7.06 9 2 7 5.56 
понимать / понять 64 10 54 6.86 17 7 10 1.76 
говорить / сказать 185 31 154 6.65 17 12 5 -4.12 
брать / взять 14 3 11 5.71 5 1 4 6.00 
ставить / поставить 14 3 11 5.71 6 0 6 10.00 
делать / сделать 71 17 54 5.21 19 9 10 0.53 
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получать / получить 45 12 33 4.67 26 4 22 6.92 
начинать / начать 15 4 11 4.67 6 0 6 10.00 
думать / подумать 39 20 19 －0.26 8 4 4 0.00 
создавать / создать 25 13 12 －0.4 7 2 5 4.29 
видеть / увидеть 35 20 15 －1.43 25 14 11 -1.20 













помогать / помочь 10.00 3.33 6.67 
покупать / купить 10.00 4.00 6 
становиться / стать 9.52 10.00 -0.48 
отвечать / ответить 8.82 6.00 2.82 
принимать / принять 8.75 -5.00 13.75 
решать / решить 7.42 5.56 1.86 
находить / найти 7.06 5.56 1.5 
понимать / понять 6.86 1.76 5.1 
говорить / сказать 6.65 -4.12 10.77 
брать / взять 5.71 6.00 -0.29 
ставить / поставить 5.71 10.00 -4.29 
делать / сделать 5.21 0.53 4.68 
получать / получить 4.67 6.92 -2.25 
начинать / начать 4.67 10.00 -5.33 
думать / подумать －0.26 0.00 -0.26 
создавать / создать －0.4 4.29 -4.69 
видеть / увидеть －1.43 -1.20 -0.23 


























/ стать（述語との結合の場合のスケール 9.52 対  名詞との結合の場合のスケール
10.00）、видеть / увидеть（同-1.43 対 -1.20）、думать / подумать（同-0.26 対 0.00）な
どである。また、一方のデータ数が少ないため扱いに注意を要するものの、брать / взять




	 特に顕著なのは、становиться / стать の例であろう。この動詞については、どちらの
統語環境においても、完了体が圧倒的に選択されている： 
 
(5-4) Им надо дать возможность работать, стать [PFV-INF] богатыми, глядишь, и 




(5-4’) Им надо дать возможность работать, становиться [IPFV-INF] богатыми, 






















	 上記（ア）のケースに当てはまるのは、создавать / создать（述語との結合の場合の
スケール-0.4 対 名詞との結合の場合のスケール 4.29）、начинать / начать（同 4.67 対 
10.00）、ставить / поставить（同 5.71 対 10.00）などである。最も顕著な例は、начинать 
/ начать（始める）の例だろう： 
 
(5-5) Он был одним из первых обычных людей, сделанных в СССР, который открыл 
эту способность преодолеть [PFV-INF] все впитанное, начать [PFV-INF] жить 







(5-5’) Он был одним из первых обычных людей, сделанных в СССР, который открыл 
эту способность преодолевать [IPFV-INF] все впитанное, начинать [IPFV-INF] жить 





	 これに対して、上記（イ）のケースに当てはまるのは、делать / сделать（述語との
結合の場合のスケール 5.21 対 名詞との結合の場合のスケール 0.53）、говорить / 
сказать（同 6.65 対 -4.12）、понимать / понять（同 6.86 対 1.76）、принимать / принять
（同 8.75 対 -5.00）、покупать / купить（同 8.75 対 -5.00）、помогать / помочь（同 10.00 
対 4.00）といった動詞である。 
	 ここでは「помогать / помочь」の例を確認しておこう： 
 
(5-6) Не только благодарность греет, распрямляет сама возможность помочь 













































	 後天的可能性の意味を表す述語 уметь と結合する不定詞は、不完了体の形態で顕れ
ることが大多数であった。ところが、そこから派生した、умение と不定詞が結合する
場合には、完了体が選択される割合が増える。 









	 前者に分類されるのは、становиться / стать、видеть / увидеть、думать / подумать な
どである。 
	 後者は、その変化の仕方に応じて、二種類に分類される。ひとつは、名詞との語結
合の場合に完了体の使用が増えるタイプの動詞（создавать / создать、начинать / начать、
ставить / поставить）であり、もうひとつは、逆に、名詞との語結合の場合に不完了体
の使用が増えるタイプの動詞（делать / сделать、говорить / сказать、понимать / понять、







































	 上記の問題点を踏まえた上で、分析の対象としたのは、уметь, способен, в состоянии, 









































































ない、それに従う形で分析を試みた（cf. 第二章、第 3.5.節；同、第 5 節）。 
	 「内的可能性」を表す述語は、уметь, способен, в состоянии, в силах が該当する。「外
的可能性」を表す述語は、можно, нельзя, возможно, невозможно が該当する。 










表 2-46：論理的に可能な意味・統語構造【再掲】  
	 タイプ	 意味・統語的要素とその結合	 要素の結合＋可能性の下位分類	 
	 
肯定構造	 
Ⅰ M – Inf   M: INT – Inf 
  M: EXT – Inf 
Ⅱ [M – (Neg – Inf)]   [M: INT – (Neg – Inf)] 
  [M: EXT – (Neg – Inf)] 
	 
否定構造	 
Ⅲ [(Neg – M) – Inf]   [(Neg – M: INT) – Inf] 
  [(Neg – M: EXT) – Inf] 
Ⅳ [(Neg – M) – (Neg – Inf)]   [(Neg – M: INT) – (Neg – Inf)] 














































	 「非現実のモダリティ」を表す一連の述語（уметь, способен, в состоянии, в силах; 
можно, нельзя, возможно, невозможно）について、どの意味・統語構造において、結
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合する不定詞の体の形態選択がどのように成されているかについて検証した。まず、





体が選択される割合が増える。外的可能性の意味を表す述語（можно, нельзя, возможно, 
невозможно）に関して言えば、最も顕著な特徴を見せるのは невозможно である。こ
の述語と結合する不定詞は、完了体の形態が選択されることが専らである。 













試みた（cf. 第四章、第 1.5.節）。 


































Ⅰ	 мочь мочь, уметь,  
способен, в состоянии 
мочь, можно, возможно 
Ⅱ	 мочь ― мочь, можно 
Ⅲ	 ― мочь, уметь, 
 в состоянии, в силах 
мочь, нельзя, невозможно 







































	 「第Ⅱ群」に属する動詞は、専ら完了体のみが現れる動詞である。помогать / помочь
（手伝う、助ける）、оказываться / оказаться（見つかる；〜であることが分かる）、
представлять себе / представить себе（想像する、思う）、случаться / случиться（起こ
る、生じる）、заставлять / заставить（強制する）、относить / отнести（関連づける）、
позволять себе / позволить себе（あえて〜する）、показываться / показаться（〜と思わ
れる）、покупать / купить（買う）、восстанавливать / восстановить（復興させる）、заменять 
/ заменить（取り替える）、становиться / стать（〜になる）、объяснять / объяснить（説
明する）、соглашаться / согласиться（同意する）、вспоминать / вспомнить（思い出す）、
отвечать / ответить（応える）、принимать / принять（受け容れる）、называть / назвать
（名付ける）、определять / определить（定める）、изменять / изменить（変える）、
приводить / привести（実施する）、обеспечивать / обеспечить（保障する）、представлять 
/ представить（提示する）などが含まれる。 































	 後天的可能性の意味を表す述語 уметь と結合する不定詞は、不完了体の形態で顕れ
ることが大多数であったのに対して、умение と不定詞が結合する場合には、完了体が
選択される割合が増加する。 








	 前者に分類されるのは、становиться / стать、видеть / увидеть、думать / подумать な
どである。 
	 後者は、その変化の仕方に応じて、二種類に分類される。ひとつは、名詞との語結
合の場合に完了体の使用が増えるタイプの動詞（создавать / создать、начинать / начать、
ставить / поставить）であり、もうひとつは、逆に、名詞との語結合の場合に不完了体
の使用が増えるタイプの動詞（делать / сделать、говорить / сказать、понимать / понять、

















































 ¸ƽ забывать-забыть Lư-=E	3¸ƽ4Ñ3ôǉ3ÅƧē3ėÍ
Lģ,ǔǂ/ǂƝÇLĚ#ÚÇõFëǡĠIHȁ 
 
(7-1) Нам и в голову не приходило, что мы когда-либо можем забыть [PFV-INF] 








(7-2) Нельзя забывать [IPFV-INF], что марксисты никогда не рассматривали 








(7-3) —Прости. — Забудем, — очень твердо сказала она. — Давай забудем. Пока 














(7-5) И депутатская подготовительная комиссия по здравоохранению, физкультуре 
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и социальному обеспечению, рассматривая показатели плана и бюджета на 1988 
год, ход выполнения плана в этом году, не могла не учитывать [IPFV-INF] думы и 






(7-6) Я могла бы не учитывать [IPFV-INF] мнения Марьи Ефремовны, но мне надо 







(4-72) Нельзя не учитывать [IPFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в 
резкой форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками 





(4-72’) Нельзя не учесть [PFV-INF] того, что Троцкий и троцкисты, как это в резкой 
форме обнаружилось после смерти В.И. Ленина, были противниками ленинской 








(7-7) Совсем неплохой результат, если учесть [PFV-INF], что на острове не хватает 




























 IF3ôƎ3ÚÇ!5!53ƐÇ3ŲǉǌH/ǻcf. Бондарко 1971: 






























(7-8) Ребенок уже ходит. 
&3å4@Ř<#	 
(7-9) Он умеет плавать. 
Ĉ4Ť<#	 



































Ты этого не можешь понять! / Ты не можешь избежать объяснения! 
 
 ǂążĝśǻȀǼ 
*Тебе этого нельзя понять! / ?Тебе нельзя избежать объяснения! 
 
 ìŢı 











ǻcf. Шелякин 1993: 252-253Ǽȁ 
 
ƭ 7-1ȁûƬż2ŵIHǔǂ  






Я могу идти? 






Я хочу спать. 





Наша команда должна поехать на 
соревнования. 
ūƈı необходимо, следует, 
надо, нужно 




ƈı не должен 
 
Ты не должен рисковать своим здоровьем. 
ūƈı не следует Тебе не следует рисковать своим 
здоровьем. 
                                                









Этот спортсмен сумел добиться победы. 






























(7-11) Ствол двумя руками не охватишь. 






                                                











(7-13) До метро не дойдешь за 10 минут. 
(7-14) Ты не дойдешь до метро за 10 минут. 
(7-15) Ты не можешь дойти до метро за 10 минут. 
(7-16) Тебе нельзя дойти до метро за 10 минут. 






























① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 0 15 15 в состоянии (1), можно (3), мочь (11) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 16 16 в состоянии (1), мочь (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 21 21 - 





Ⅰ	 0 17 17 мочь (17) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 0 0 0 - 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 18 18 - 
10 представлять себе / 
 представить себе 
 
（想像する） 
Ⅰ	 0 10 10 можно (7), мочь (2), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 7 7 мочь (7) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 17 17 - 




Ⅰ	 0 14 14 мочь (14) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 16 16 - 
10 позволять себе / 
 позволить себе 
 
（あえて〜する） 
Ⅰ	 0 8 8 мочь (8) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (5), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 14 14 - 
補足資料：体の形態的スケール（詳細）	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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 0 9 9 можно (5), мочь (3), уметь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (1), невозможно (1), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 




Ⅰ	 0 13 13 мочь (13) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 0 0 - 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 




Ⅰ	 0 10 10 можно (10) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 3 3 нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 13 13 - 




Ⅰ	 0 8 8 можно (7), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 невозможно (2), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 12 12 - 




Ⅰ	 0 5 5 возможно (1), можно (1), мочь (3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (2), невозможно (2), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 11 11 - 




Ⅰ	 0 5 5 можно (1), мочь (4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 5 5 мочь (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 0 10 10 - 




Ⅰ	 1 35 36 мочь (1); 
можно (2), мочь (33) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (4), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 41 42 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 1 14 15 уметь (1); можно (12), мочь (1), уметь 
(1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 мочь (6), невозможно (2), нельзя (4), 
уметь (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 27 28 - 




Ⅰ	 0 5 5 можно (2), мочь (3) 
Ⅱ	 1 1 2 мочь (1); можно (1) 
Ⅲ	 0 7 7 можно (1), мочь (6) 
Ⅳ	 0 6 6 можно (1), мочь (1), нельзя (4) 
総数 1 19 20 - 




Ⅰ	 1 3 4 мочь (1); можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 в состоянии (1), мочь (10), 
невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 4 4 мочь (3), нельзя (1) 
総数 1 20 21 - 




Ⅰ	 1 4 5 способен (1); мочь (4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 11 11 в состоянии (1), можно (1), мочь (9) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 15 16 - 




Ⅰ	 1 11 12 мочь (1); можно (8), мочь (2), 
способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (2), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 15 16 - 




Ⅰ	 3 34 37 можно (2), мочь (1); можно (33), мочь 
(1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 5 5 мочь (2), нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 39 42 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 1 17 18 можно (1); можно (12), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 1 5 6 уметь (1), невозможно (4), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 2 22 24 - 




Ⅰ	 1 7 8 можно (1); можно (2), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (1), невозможно (1), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 1 11 12 - 




Ⅰ	 3 30 33 можно (1), можно (2); можно (10), 
мочь (20) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅳ	 0 1 2 мочь (1) 
総数 3 32 35 - 




Ⅰ	 2 13 15 можно (1), мочь (1); можно (4), мочь 
(9) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 в состоянии (2), мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 2 17 19 - 




Ⅰ	 4 19 23 можно (1), мочь (2), способен (1); 
можно (12), мочь (6), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 13 13 в силах (1), мочь (5), невозможно (4), 
нельзя (3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 33 37 - 




Ⅰ	 1 16 17 уметь (1); в состоянии (1), можно 
(10), мочь (5) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 11 14 в состоянии (1), мочь (1), нельзя (1); в 
силах (1), мочь (3), невозможно (5), 
нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 27 31 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 0 13 13 мочь (12), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 3 3 6 мочь (3); мочь (3) 
総数 3 18 21 - 




Ⅰ	 6 26 32 можно (3), мочь (2), уметь (1); можно 
(3), мочь (18), способен (5) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 0 7 7 мочь (5), нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 6 34 40 - 
7.06 находить / найти 
 
（見つける） 
Ⅰ	 5 22 0 можно (1), уметь (4); возможно (1), 
можно (13), мочь (8) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 7 0 мочь (6), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 5 29 34 - 




Ⅰ	 4 24 0 можно (3), мочь (1); можно (21), мочь 
(2), споосбен (1) 
Ⅱ	 1 0 0 мочь (1) 
Ⅲ	 5 30 0 мочь (4), нельзя (1); мочь (22), 
невозможно (8) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 10 54 64 - 




Ⅰ	 3 7 10 можно (2), мочь (1); можно (4), мочь 
(3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 8 8 мочь (6), нельзя (1), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 15 18 - 




Ⅰ	 24 126 150 можно (22), возможно (1), мочь (1); 
возможно (1), можно (97), мочь (28)  
Ⅱ	 1 1 2 мочь (1); мочь (1) 
Ⅲ	 10 18 28 в силах (1), мочь (2), уметь (4), нельзя 
(3); в состоянии (1), мочь (9), нельзя 
(8) 
Ⅳ	 0 9 9 мочь (2), нельзя (7) 
総数 35 154 189 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 3 11 14 мочь (2), уметь (1); мочь (11) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 2 2 мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 13 16 - 




Ⅰ	 1 3 4 можно (1); можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 2 0 2 можно (1), мочь (1) 
Ⅲ	 0 3 3 мочь (2), невозможно (1) 
Ⅳ	 0 7 7 мочь (3), невозможно (1), нельзя (3) 
総数 3 13 16 - 




Ⅰ	 0 3 3 можно (2), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 9 12 нельзя (3); мочь (5), нельзя (4) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 12 15 - 




Ⅰ	 2 8 10 можно (2); можно (3), мочь (5) 
Ⅱ	 0 1 1 мочь (1) 
Ⅲ	 1 2 3 нельзя (1); нельзя (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 11 14 - 




Ⅰ	 0 7 7 можно (6), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 4 7 мочь (2), нельзя (1); мочь (1), нельзя 
(3) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 3 11 14 - 




Ⅰ	 11 40 51 можно (4), мочь (4), способен (1), 
уметь (2); возможно (2), можно (26), 
мочь (12) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 5 14 19 мочь (2), нельзя (2), уметь (1); мочь 
(7), невозможно (2), нельзя (5) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 16 54 70 - 
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① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 12 27 39 можно (8), мочь (4); можно (21), мочь 
(5), способен (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 6 6 мочь (4), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 12 33 45 - 




Ⅰ	 4 7 11 можно (4); можно (6), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 0 4 4 мочь (2), невозможно (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 4 11 15 - 




Ⅰ	 0 6 6 можно (3), мочь (3) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 8 11 19 нельзя (8); мочь (10), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 8 17 25 - 




Ⅰ	 6 10 16 можно (5), мочь (1); можно (8), мочь 
(2) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 3 2 5 мочь (3); мочь (2) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 9 12 21 - 




Ⅰ	 7 18 25 можно (4), мочь (3); можно (14), мочь 
(4) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 11 1 12 мочь (8), нельзя (1), способен (1), 
уметь (1); невозможно (1) 
Ⅳ	 2 0 2 мочь (1), нельзя (1) 
総数 20 19 39 - 




Ⅰ	 9 8 17 можно (5), мочь (3), способен (1); 
возможно (2), можно (5), мочь (1) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 4 4 8 мочь (1), нельзя (3); в состоянии (1), 
мочь (1), нельзя (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 13 12 25 - 
  	     
  	     
補足資料：体の形態的スケール（詳細）	 
 262 
① 動詞 ②	 不完了体	 完了体	 総数	 述語内訳	 




Ⅰ	 9 14 23 в состоянии (1), можно (3), мочь (5); 
можно (12), мочь (2) 
Ⅱ	 1 0 1 мочь (1) 
Ⅲ	 5 1 6 мочь (3), невозможно (1), нельзя (1); 
мочь (1) 
Ⅳ	 5 0 5 нельзя (5) 
総数 20 15 35 - 




Ⅰ	 23 3 26 мочь (3); мочь (23) 
Ⅱ	 0 0 0 - 
Ⅲ	 1 0 1 мочь (1) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
総数 24 3 27 - 




Ⅰ	 22 1 23 можно (18), мочь (3), уметь (1); мочь 
(1) 
Ⅱ	 1 0 1 можно (1) 
Ⅲ	 7 0 7 можно (1), нельзя (6) 
Ⅳ	 0 0 0 - 
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